


10月１日、大田市、温泉津町、仁摩町の１市２町が合併し、新しい大田市が誕生
しました。
合併にともなう、新「大田市長」に竹腰創一氏がこのほど選任され、名実ともに

新しい大田市がスタートいたしました。
新大田市は、総面積436.11�、総人口41,783人（平成17年７月31日現在）です。
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平
成
十
七
年
度
通
常
総
会

は
、
去
る
五
月
二
十
五
日

「
大
田
商
工
会
議
所
」
に
於

い
て
会
員
多
数
の
出
席
の
も

と
に
開
催
致
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
石
見
大
田
税
務

署
末
岡
署
長
他
多
数
の
来
賓

を
お
迎
え
し
て
盛
会
に
開
催

さ
れ
、
的
場
会
長
の
事
業
活

動
の
ご
協
力
に
対
し
て
の
お

礼
の
挨
拶
の
後
、
議
事
に

入
っ
て
行
き
ま
し
た
。

一
号
議
案
、
平
成
十
六
年

度
事
業
報
告
並
び
に
収
支
決

算
承
認
の
件
。

二
号
議
案
、
平
成
十
七
年

度
事
業
計
画
案
並
び
に
収
支

予
算
案
承
認
の
件
。

三
号
議
案
、
役
員
改
選
の

件
。

常
任
理
事
　
森
田
博
久

理
　
　
事
　
竹
下
　
　
績

〃
　

谷
本
　
隆
臣

〃
　

重
富
　
俊
雄

〃
　

林
　
　
泰
清

〃
　

内
藤
　
芳
秀

監
　
　
事
　
波
多
　
志
朗

以
上
の
方
が
新
た
に
就
任

さ
れ
、
三
議
案
に
つ
き
審
議

を
行
い
、
全
議
案
満
場
一
致

で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
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十
七
年
度

通
常
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会
開
催

平成１６年度（第１７期）収支決算書
自　平成16年７月１日
至　平成17年３月31日収入の部

支出の部

科　　　　目 予算額 決算額 増　減△ 摘　要
1.会 費 4,810,000 4,865,000 55,000

1)一 般 会 費 4,650,000 4,655,000 5,000
2)青年部会費 160,000 210,000 50,000 @5,000円

2.事業費補助金 3,200,000 3,129,160 △ 70,840 全・県法連助成
3.社会貢献補助金 0 600,000 600,000
4.事 業 収 入 90,000 237,000 147,000 ゴルフコンペ参加料外
5.雑 収 入 42,728 140,118 97,390 預金利息他
当期収入合計� 8,142,728 8,971,278 828,550
前期繰越収支差額 5,357,272 5,357,272 0 前年度繰越
収 入 合 計 � 13,500,000 14,328,550 828,550

科　　　　目 予算額 決算額 増　減△ 摘　要
1.事 業 費 4,550,000 4,820,989 270,989

研修・講習会等費 3,150,000 3,386,688 236,688 経済講演会・税ミナール外
社会貢献活動費 0 799,712 799,712 地域づくりシンポ外
会 報 発 行 費 330,000 0 △ 330,000

女性会活動費 220,000 208,280 △ 11,720 婦人部事業費
青 年 部 活 動 費 850,000 426,309 △ 423,691 青年部事業費

2.会 議 費 1,300,000 1,155,206 △ 144,794

総 会 費 600,000 545,586 △ 54,414 総会
役 員 会 費 300,000 281,630 △ 18,370 役員会
委 員 会 費 400,000 327,990 △ 72,010 委員会開催費

3.管 理 費 3,610,000 3,618,167 8,167

人 件 費 2,170,000 2,170,000 0 人件費
事 務 局 費 450,000 387,643 △ 62,357 通信費、消耗品費
渉 外 費 150,000 168,250 18,250 慶弔費外
旅 費 260,000 291,120 31,120 出張旅費
負 担 金 450,000 499,900 49,900 県法連、税団協等
租 税 公 課 80,000 80,000 0 租税公課
雑 費 50,000 21,254 △ 28,746

4.積 立 金 500,000 500,000 0

記 念 行 事 500,000 500,000 0 記念行事積立金
5.予 備 費 3,540,000 0 △3,540,000

当期支出合計� 13,500,000 10,094,362 △3,405,638

当期収支差額�－� △5,357,272 △1,123,084 4,234,188

次期繰越収支差額�－� 0 4,234,188 4,234,188

平成１７年度（第１８期）収支予算書（案）
自　平成17年４月１日
至　平成18年３月31日収入の部

支出の部

科　　　　目 本年度予算額 前年度予算額 増　減△ 摘　要
1.会 費 6,515,000 4,810,000 1,705,000 会費

1)一 般 会 費 6,300,000 4,650,000 1,650,000

2)青年部会費 215,000 160,000 55,000

2.事業費補助金 4,450,000 3,200,000 1,250,000 全・県法連助成金
3.事 業 収 入 180,000 90,000 90,000 広告料収入外
4.雑 収 入 120,812 42,728 78,084 預金利息等
当期収入合計� 11,265,812 8,142,728 3,123,084

前期繰越収支差額 4,234,188 5,357,272 △1,123,084

収 入 合 計 � 15,500,000 13,500,000 2,000,000

科　　　　目 本年度予算額 前年度予算額 増　減△ 摘　要
1.事 業 費 6,100,000 4,550,000 1,550,000

研修・講習会等費 4,000,000 3,150,000 850,000 ゼミナール・講習会
会 報 発 行 費 700,000 330,000 370,000 会報発行
女 性 会 活 動 費 300,000 220,000 80,000 婦人部事業費
青 年 部 活 動 費 1,100,000 850,000 250,000 青年部事業費

2.会 議 費 1,600,000 1,300,000 300,000

総 会 費 600,000 600,000 0 総会費
役 員 会 費 400,000 300,000 100,000 役員会費
委 員 会 費 600,000 400,000 200,000 委員会開催費

3.管 理 費 4,400,000 3,610,000 790,000

人 件 費 2,500,000 2,170,000 330,000 人件費
事 務 局 費 600,000 450,000 150,000 通信費、消耗品費
渉 外 費 200,000 150,000 50,000 慶弔費
旅 費 350,000 260,000 90,000 出張旅費
負 担 金 600,000 450,000 150,000 県法連、税団協
租 税 公 課 80,000 80,000 0 租税公課
雑 費 70,000 50,000 20,000 雑費

4.積 立 金 500,000 500,000 0

記 念 行 事 500,000 500,000 0 記念行事積立金
5.予 備 費 2,900,000 3,540,000 △ 640,000

当期支出合計� 15,500,000 13,500,000 2,000,000

当期収支差額�－� △4,234,188 △5,357,272 1,123,084

次期繰越収支差額�－� 0 0 0
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（社）石見大田法人会役員名簿
役　職 事 業 所 名 氏　　名 住　所
顧　　問 大 田 商 工 会 議 所 会 頭 寺　戸　隆　文 大　田
会　　長 島 根 中 央 信 用 金 庫 的　場　章　好 大　田
副 会 長 �　た 　 け 　 は 　 ら 竹　原　鐵太郎 大　田
〃 �　小 　 川 　 商 　 店 小　川　良　知 温泉津

専務理事 大 田 商 工 会 議 所 栂　　　恒　雄 大　田
常任理事 中国税理士会石見大田支部長 勝　部　幸　吉 波　根
〃 �　森 　 窯 　 業 森　 璋 温泉津
〃 �　藤 間 要 二 郎 本 店 藤　間　要二郎 仁　摩
〃 大 田 マ ル ヰ　� 石　田　弘　行 静　間
〃 �　俵 　 建 　 設 俵　　　　　隆 大　田
〃 石 見 銀 山 農 業　� 廣　山　勝　秀 長　久
〃 和 　 江 　 漁 　 業　� 月　森　　　陸 静　間
〃 東 和 建 設 工 業　� 波多野　　　諭 大　田
〃 森 　 田 　 製 　 菓　� 森　田　博　久 長　久

理　　事 �　和 　 田 　 食 　 品 和　田　　　正 大　田
〃 石 東 ス ズ キ 販 売　� 大　谷　光　弘 大　田
〃 石 州 水 上 産 業　� 有　間　　　隆 水　上
〃 �　シ 　 バ 　 オ 芝　尾　金　男 水　上
〃 �　堀 　 工 　 務 　 店 堀　　　博　彦 波　根
〃 島 根 ゼ オ ラ イ ト　� 石　橋　秀　利 仁　摩
〃 石 東 マ ル ヰ プ ロ パ ン　� 石　本　智　章 仁　摩
〃 �　前 谷 工 務 店 前　谷　建　治 仁　摩
〃 �　斉 藤 文 具 店 齊　藤　　　寛 大　田
〃 �　河 　 村 　 畳 　 店 河　村　賢　治 温泉津
〃 中 村 ブ レ イ ス　� 中　村　俊　郎 大　森
〃 原 　 醤 　 油　� 原　　　信　行 久　手
〃 �　峠 　 建 　 設 峠　　　輝　義 温泉津
〃 �　椿 　 　 　 窯 荒　尾　　　寛 温泉津
〃 �　三 　 谷 　 設 　 計 三　谷　　　貢 久　手
〃 �　布 　 引 　 商 　 店 布　引　慎　一 大　田
〃 �　中 央 計 算 セ ン タ ー 竹　下　　　績 大　田
〃 �　杉 本 工 芸 社 谷　本　隆　臣 長　久
〃 �　重 富 製 パ ン 重　富　俊　雄 久　手
〃 林 　 商 　 事　� 林　　　恭　清 長　久
〃 �　内 　 藤 　 米 　 穀 内　藤　芳　秀 大　田

監　　事 波多コンクリート工業　� 波　多　志　朗 久　利
〃 白 　 藤 　 酒 　 造　� 大　野　孝　雄 波　根



本
年
七
月
の
人
事
異
動
に

よ
り
、
石
見
大
田
税
務
署
長

を
拝
命
し
ま
し
た
林
で
ご
ざ

い
ま
す
。
前
任
の
末
岡
同
様

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。当

署
管
内
は
、
国
立
公
園

三
瓶
山
、
琴
ヶ
浜
海
岸
並
び

に
温
泉
津
温
泉
郷
な
ど
豊
か

な
自
然
と
情
緒
に
育
ま
れ
た

土
地
柄
で
あ
り
、
ま
た
、
世

界
遺
産
登
録
に
向
け
手
続
き

が
進
む
石
見
銀
山
に
代
表
さ

れ
る
歴
史
あ
る
当
地
で
勤
務

で
き
ま
す
こ
と
を
大
変
光
栄

に
思
っ
て
お
り
ま
す
。

社
団
法
人
石
見
大
田
法
人

会
の
皆
様
に
は
、
平
素
か

ら
、
税
務
行
政
に
格
別
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

貴
法
人
会
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
昭
和
六
十
三
年
の
社

団
化
以
来
、
組
織
の
強
化
と

事
業
活
動
の
充
実
に
積
極
的

に
取
り
組
ま
れ
、
魅
力
あ
る

法
人
会
を
目
指
し
て
活
動
し

て
お
ら
れ
ま
す
。

特
に
、
各
委
員
会
、
青
年

部
会
及
び
女
性
部
会
に
お
け

る
事
業
内
容
は
、
税
知
識
の

普
及
、
広
報
に
止
ま
ら
ず
、

地
域
社
会
の
発
展
に
大
き
く

寄
与
す
る
も
の
と
お
聞
き
し

て
お
り
ま
す
。

こ
れ
も
ひ
と
え
に
的
場
会

長
を
は
じ
め
役
員
並
び
に
会

員
の
皆
様
方
の
ご
熱
意
と
ご

尽
力
の
賜
物
と
深
く
敬
意
を

表
す
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
税
務
行
政
を

取
り
巻
く
環
境
は
、
少
子
・

高
齢
化
、
高
度
情
報
化
、
国

際
化
の
進
展
に
見
ら
れ
ま
す

よ
う
に
、
経
済
社
会
が
大
き

く
変
化
し
て
お
り
ま
す
。
こ

れ
ら
の
構
造
変
化
に
対
応

し
、
社
会
共
通
の
費
用
を
広

く
公
平
に
分
か
ち
合
う
と
と

も
に
、
持
続
的
な
経
済
社
会

の
活
性
化
を
実
現
す
る
た
め

に
、
あ
る
べ
き
税
制
の
具
体

化
に
向
け
た
取
り
組
み
が
進

め
ら
れ
て
お
り
、
国
民
の
皆

様
の
税
に
対
す
る
関
心
は
一

層
高
ま
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

一
方
、
環
境
整
備
の
面
で

は
、
e-

T
A
X
（
国
税
電

子
申
告
・
納
税
シ
ス
テ
ム
）

に
よ
る
、
所
得
税
、
法
人
税

及
び
消
費
税
の
申
告
、
全
税

目
の
納
税
並
び
に
電
子
納
税

証
明
書
の
交
付
申
請
な
ど
の

申
請
・
届
出
等
が
、
自
宅
や

事
務
所
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
利
用
し
て
手
軽
に
で
き

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
も
、
e-

T
A
X
の

更
な
る
普
及
に
向
け
た
施
策

に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
と

し
て
お
り
ま
す
。
法
人
会
の

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
も
、
e-

T
A
X
の
ご
活

用
を
検
討
い
た
だ
き
ま
す
と

と
も
に
、
よ
り
良
い
シ
ス
テ

ム
と
す
る
た
め
、
ご
意
見
を

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、

税
務
に
携
わ
る
も
の
と
い
た

し
ま
し
て
は
、
社
会
・
経
済

の
変
化
に
適
切
に
対
応
し
な

が
ら
、「
適
正
・
公
平
な
課

税
の
実
現
」
に
向
け
て
最
善

の
努
力
を
重
ね
て
ま
い
る
所

存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

特
に
、
消
費
税
免
税
点
の

引
下
げ
に
伴
い
、
新
規
課
税

事
業
者
が
大
幅
に
増
加
す
る

と
見
込
ま
れ
て
お
り
、
適
正

申
告
と
期
限
内
納
税
の
確
保

を
税
務
行
政
の
最
重
要
課
題

の
一
つ
と
し
て
取
り
組
ん
で

お
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ち
、
信
頼
さ

れ
る
税
務
行
政
の
確
立
と
円

滑
な
運
営
は
、
私
ど
も
の
努

力
の
み
で
は
到
底
成
し
得
る

も
の
で
は
な
く
、
納
税
者
の

皆
様
の
税
に
対
す
る
ご
理
解

と
ご
協
力
が
不
可
欠
で
あ
り

ま
す
。

法
人
会
の
皆
様
に
は
、
こ

れ
ま
で
も
税
務
行
政
の
良
き

理
解
者
と
し
て
、
税
知
識
の

普
及
、
納
税
道
義
の
高
揚
な

ど
、
ご
支
援
を
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
が
、
今
後
と
も
、

な
お
一
層
の
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

終
わ
り
に
、
社
団
法
人
石

見
大
田
法
人
会
の
ま
す
ま
す

の
ご
発
展
と
会
員
の
皆
様
の

ご
健
勝
並
び
に
事
業
の
ご
繁

栄
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
ご

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

－ 3 －

着
任
の
ご
あ
い
さ
つ

税務署長
林 研志

【
税
務
課
】

総
務
係
長

薮
崎
拓
也

（
福
山
署
酒
類
指
導
官
付
調
査
官
）

【
調
査
部
門
】

上
席
国
税
調
査
官
（
所
得
）

新
宮
正
人

（
広
島
西
署
個
人
上
席
）

上
席
国
税
調
査
官
（
法
人
）

相
見
年
己

（
局
酒
類
業
調
整
官
付
実
査
官
）

国
税
局
人
事
異
動

（
七
月
十
日
付
）

石
見
大
田
税
務
署
転
入
者
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�
石
見
大
田
法
人
会
監
事

波

多

志

朗

氏

石
見
大
田
税
務
署
長
表
彰

平成17年度 平成17年度 

納税功労者表彰式 

石
見
大
田
青
色
申
告
会
連
合
会
会
長

大
田
市
青
色
申
告
会
会
長

杉

本

忠

義

氏

青
色
申
告
制
度
施
行
五
十
五
周
年
記
念

広
島
国
税
局
長
感
謝
状

�
石
見
大
田
法
人
会
常
任
理
事

森

田

博

久

氏

石
見
大
田
税
務
署
長
感
謝
状



－ 5 －

平
成
十
七
年
度
納
税
功
労

者
表
彰
式
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。「税

を
考
え
る
週
間
」
行

事
の
ス
タ
ー
ト
と
し
て
、
十

一
月
十
一
日
大
田
商
工
会
館

大
ホ
ー
ル
に
て
、
今
年
度
は

二
名
の
方
に
石
見
大
田
税
務

署
長
表
彰
、
感
謝
状
の
贈
呈

が
行
わ
れ
、
併
せ
て
青
色
申

告
制
度
施
行
五
十
五
周
年
記

念
と
し
て
、
二
名
の
方
に
税

務
署
長
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

当
日
は
ご
来
賓

と
し
て
、
川
本
総

務
事
務
所
長
、
大

田
市
長
を
始
め
、

各
種
団
体
代
表
の

方
々
の
ご
臨
席
の

も
と
、
関
係
者
多

数
の
ご
出
席
を
頂

き
、
盛
大
且
つ
厳

粛
の
う
ち
に
挙
行

さ
れ
ま
し
た
。

槙
岡
総
務
課
長

の
司
会
進
行
の
も

と
、
林
石
見
大
田

税
務
署
長
よ
り
、

納
税
の
意
義
を
深

く
認
識
さ
れ
、
そ

の
実
践
と
団
体
で

の
活
動
に
敬
意
と

感
謝
を
表
し
て
、

石
見
大
田
税
務
署

長
表
彰
状
が
波
多
志
朗
氏

（
波
多
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
業

�
社
長
）
に
贈
呈
さ
れ
ま
し

た
。
続
い
て
森
田
博
久
氏

（
森
田
製
菓
�
社
長
）
に
石

見
大
田
税
務
署
感
謝
状
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
青
色
申
告
制
度
施

行
五
十
五
周
年
を
記
念
し

て
、
永
年
の
青
色
申
告
制
度

の
普
及
に
、
ま
た
青
色
申
告

会
育
成
に
ご
尽
力
さ
れ
た
長

谷
和
宏
氏
（
大
田
屋
呉
服
店

店
主
）、
松
尾
義
男
氏
（
松

尾
商
店
店
主
）
に
石
見
大
田

税
務
署
長
感
謝
状
が
贈
呈
さ

れ
ま
し
た
。

併
せ
て
、
石
見
大
田
青
色

申
告
会
連
合
会
会
長
杉
本
忠

義
氏
に
青
色
申
告
会
事
業
の

功
績
に
対
し
て
去
る
、
十
月

十
九
日
広
島
市
に
お
い
て
贈

呈
さ
れ
た
広
島
国
税
局
長
感

謝
状
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

林
石
見
大
田
税
務
署
長
の

式
辞
に
続
い
て
、
ご
来
賓
を

代
表
し
て
川
本
総
務
事
務
所

長
、
寺
戸
大
田
商
工
会
議
所

会
頭
、
勝
部
中
国
税
理
士
会

石
見
大
田
支
部
長
の
各
氏
よ

り
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
、
受
賞

者
の
方
々
の
功
績
を
称
え
ら

れ
ま
し
た
。

最
後
に
受
賞
者
を
代
表
し

て
波
多
志
朗
氏
よ
り
受
賞
の

喜
び
と
税
務
行
政
へ
の
協
力

の
決
意
を
表
明
さ
れ
る
謝
辞

が
述
べ
ら
れ
、
受
賞
者
、
ご

来
賓
、
主
催
者
一
同
の
記
念

撮
影
後
、
式
典
を
厳
粛
に
終

了
さ
れ
ま
し
た
。

法
人
会
一
同
、
心
か
ら
お

喜
び
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
、
今
後
の
ま
す
ま
す
の
ご

健
康
と
ご
活
躍
を
お
祈
り
い

た
し
ま
す
。

石
見
大
田
青
色
申
告
会
連
合
会
理
事

大
田
市
東
部
青
色
申
告
会
副
会
長

長

谷

和

宏

氏

青
色
申
告
制
度
施
行
五
十
五
周
年
記
念

石
見
大
田
税
務
署
長
感
謝
状

石
見
大
田
青
色
申
告
会
連
合
会
理
事

仁
摩
町
青
色
申
告
会
副
会
長

松

尾

義

男

氏



附
帯
税
は
期
限
内
に
申
告

し
な
か
っ
た
場
合
や
正
確
な

申
告
を
し
な
か
っ
た
場
合
、

納
期
限
内
に
納
税
し
な
か
っ

た
場
合
等
に
、
こ
れ
ら
の
こ

と
を
正
し
く
行
っ
て
い
る
者

と
の
課
税
の
公
平
を
図
る
た

め
本
税
に
合
わ
せ
て
課
税
さ

れ
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ

り
ま
す
。

（
１
）
延
滞
税

（
２
）
利
子
税

（
３
）
過
少
申
告
加
算
税

（
４
）
無
申
告
加
算
税

（
５
）
重
加
算
税

（
６
）
不
納
付
加
算
税

（
１
）
延
滞
税

法
定
納
期
限
ま
で
に
税
金

を
納
付
し
な
か
っ
た
場
合
、

法
定
納
期
限
の
翌
日
か
ら

二
ヶ
月
間
は
年
七
・
三
パ
ー

セ
ン
ト
、
そ
の
後
の
期
間
は

十
四
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
の
割

合
で
課
税
さ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
平
成
十
二
年
一

月
一
日
以
後
の
期
間
に
対
応

す
る
延
滞
税
の
う
ち
年
七
・

三
パ
ー
セ
ン
ト
の
割
合
の
部

分
に
つ
い
て
は
、
各
年
の
前

年
十
一
月
末
日
の
公
定
歩
合

に
年
四
パ
ー
セ
ン
ト
を
加
算

し
た
割
合
が
年
七
・
三
パ
ー

セ
ン
ト
に
満
た
な
い
場
合
に

は
、
そ
の
年
中
に
お
け
る
延

滞
税
は
、
当
該
公
定
歩
合
に

年
四
パ
ー
セ
ン
ト
を
加
算
し

た
割
合
と
な
り
ま
す
。

（
２
）
利
子
税

災
害
等
や
む
を
得
な
い
理

由
に
よ
り
申
告
書
の
提
出
期

限
の
延
長
を
認
め
ら
れ
た
場

合
、
及
び
会
計
監
査
を
う
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
申

告
期
限
が
延
長
さ
れ
た
場
合

は
、
延
長
さ
れ
た
日
数
に
応

じ
年
七
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
の

割
合
で
課
税
さ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
平
成
十
二
年
一

月
一
日
以
後
の
期
間
に
対
応

す
る
利
子
税
に
つ
い
て
は
、

各
年
の
前
年
十
一
月
末
日
の

公
定
歩
合
に
年
四
パ
ー
セ
ン

ト
を
加
算
し
た
割
合
が
年

七
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
に
満
た

な
い
場
合
に
は
、
そ
の
年
中

に
お
け
る
利
子
税
は
、
当
該

公
定
歩
合
に
年
四
パ
ー
セ
ン

ト
を
加
算
し
た
割
合
と
な
り

ま
す
。

（
３
）
過
少
申
告
加
算
税

期
限
内
の
申
告
書
が
提
出

さ
れ
た
の
ち
、
修
正
申
告
ま

た
は
更
正
に
よ
っ
て
税
額
が

増
加
し
た
場
合
、
そ
の
増
加

税
額
の
十
パ
ー
セ
ン
ト
の
過

少
申
告
加
算
税
が
課
税
さ
れ

ま
す
。
た
だ
し
、
増
差
税
額

の
う
ち
期
限
内
申
告
税
額
ま

た
は
五
十
万
円
の
い
ず
れ
か

多
い
金
額
を
超
え
る
部
分
に

つ
い
て
は
十
五
パ
ー
セ
ン
ト

の
割
合
で
課
税
さ
れ
ま
す
。

（
４
）
無
申
告
加
算
税

期
限
内
に
申
告
書
の
提
出

が
な
い
場
合
で
納
付
す
べ
き

税
額
が
あ
る
こ
と
と
な
っ
た

場
合
に
は
、
納
付
税
額
の
十

五
パ
ー
セ
ン
ト
の
割
合
で
無

申
告
加
算
税
が
課
税
さ
れ
ま

す
。
た
だ
し
、
更
正
ま
た
は

決
定
が
あ
る
こ
と
を
予
知
し

な
い
で
申
告
し
た
場
合
に
は

五
パ
ー
セ
ン
ト
の
割
合
と
な

り
ま
す
。

（
５
）
重
加
算
税

過
少
申
告
加
算
税
が
課
税

さ
れ
る
場
合
に
お
い
て
、
仮

装
隠
ぺ
い
に
よ
り
申
告
し
て

い
る
場
合
に
は
過
少
申
告
加

算
税
に
代
え
て
三
十
五
パ
ー

セ
ン
ト
の
割
合
で
重
加
算
税

が
課
税
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

無
申
告
加
算
税
が
課
税
さ
れ

る
場
合
に
お
い
て
、
仮
装
隠

ぺ
い
の
事
実
が
あ
っ
た
場
合

に
は
無
申
告
加
算
税
に
代
え

て
四
十
パ
ー
セ
ン
ト
の
割
合

で
重
加
算
税
が
課
税
さ
れ
ま

す
。

（
６
）
不
納
付
加
算
税

源
泉
徴
収
等
に
よ
る
国
税

が
法
定
納
期
限
内
に
完
納
さ

れ
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
未

納
税
額
の
十
パ
ー
セ
ン
ト
の

割
合
で
不
納
付
加
算
税
が
課

税
さ
れ
ま
す
。

以
上
、
簡
単
に
説
明
し
て

き
ま
し
た
が
、
こ
れ
ら
の
附

帯
税
は
利
子
税
を
除
い
て
す

べ
て
の
法
人
税
法
上
損
金
に

算
入
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
会

社
の
経
理
で
損
金
算
入
し
た

場
合
に
は
申
告
書
で
加
算
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

会
社
に
と
っ
て
は
、
申
告

及
び
納
税
を
期
限
内
に
お
こ

な
い
正
確
な
申
告
を
す
る
こ

と
に
よ
り
、
無
駄
な
附
帯
税

を
支
払
う
こ
と
の
な
い
こ
と

が
得
策
と
い
え
ま
す
。

（
文
責
　
編
集
部
）
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附
帯
税
に
つ
い
て

一
、
附
帯
税
と
は
？

二
、
解
説



�
売
上
除
外

ラ
ブ
ホ
テ
ル
を
経
営
す
る

Ａ
社
は
、
売
上
伝
票
を
破
棄

す
る
方
法
で
売
上
約
二
千
七

百
万
円
を
無
作
為
に
除
外

し
、
そ
の
除
外
金
を
架
空
の

代
表
者
借
入
金
に
仮
装
し
て

法
人
に
受
け
入
れ
る
な
ど
し

て
、
法
人
税
等
を
免
れ
て
い

た
。

�
休
業
し
た
取
引
先
名
を
利

用
し
た
架
空
仕
入

衣
料
品
製
造
業
を
営
む
Ｃ

社
は
、
以
前
取
引
が
あ
り
、

現
在
休
業
中
の
業
者
名
を
利

用
し
て
架
空
の
仕
入
を
計
上

し
、
約
六
千
三
百
万
円
の
法

人
所
得
を
除
外
し
て
い
た
。

�
白
紙
領
収
書
で
架
空
経
費

出
版
業
を
営
む
Ｂ
社
は
、

飲
食
業
者
か
ら
白
紙
領
収
書

の
交
付
を
受
け
、
架
空
の
金

額
を
記
載
す
る
な
ど
し
て
福

利
厚
生
費
等
に
計
上
し
、
約

三
千
万
円
の
法
人
所
得
を
除

外
し
て
い
た
。

�
グ
ル
ー
プ
法
人
間
で
利
益

操
作

健
康
食
品
販
売
業
Ｄ
社

は
、
多
額
な
利
益
が
見
込
ま

れ
る
こ
と
か
ら
、
赤
字
で
あ

る
グ
ル
ー
プ
法
人
Ｅ
社
へ
の

販
売
単
価
を
、
決
算
終
了

後
、
前
年
に
遡
っ
て
減
額
修

正
す
る
こ
と
に
よ
り
、
本
来

Ｄ
社
に
帰
属
す
る
利
益
を
グ

ル
ー
プ
法
人
Ｅ
社
へ
付
替

え
、
約
二
億
円
の
法
人
所
得

を
除
外
し
て
い
た
。

�
貸
倒
債
権
を
簿
外
で
回
収

化
学
製
品
製
造
業
の
Ｆ
社

は
、
七
期
前
に
貸
倒
れ
処
理

し
た
金
銭
債
権
約
一
千
万
円

に
つ
い
て
、
代
表
者
が
個
人

的
に
回
収
し
て
い
た
が
、
そ

の
金
銭
を
法
人
に
受
け
入
れ

せ
ず
、
雑
収
入
を
除
外
し
て

い
た
。

�
課
非
判
定
誤
り

製
造
業
を
営
む
Ｇ
社
は
、

工
場
の
跡
地
を
月
極
駐
車
場

と
し
て
整
備
し
、
賃
貸
収
入

を
得
て
い
た
が
、
誤
っ
て
土

地
の
貸
付
と
認
識
し
て
い
た

た
め
、
課
税
取
引
に
計
上
し

て
い
な
か
っ
た
。

�
仕
入
税
額
控
除
誤
り

運
送
業
を
営
む
Ｈ
社
は
、

実
質
的
に
従
業
員
で
あ
る
専

属
運
転
手
の
給
与
を
外
注
費

と
し
て
税
額
控
除
し
て
い
た
。

�
事
業
区
分
判
定
誤
り

測
量
業
を
営
む
Ｉ
社
は
、

第
５
種
事
業
で
あ
る
測
量
業

を
第
４
種
事
業
と
し
て
、
申

告
し
て
い
た
。

�
源
泉
徴
収
義
務
不
履
行

外
国
芸
能
人
招
へ
い
業
者

で
あ
る
Ｊ
社
は
、
外
国
芸
能

人
に
対
す
る
報
酬
に
つ
い

て
、
在
留
期
限
延
長
申
請
の

た
め
の
証
明
書
を
得
る
た

め
、
源
泉
所
得
税
の
一
部
を

納
付
し
、
そ
れ
以
外
は
源
泉

徴
収
し
て
い
な
か
っ
た
。

�
個
人
的
費
用
の
負
担

総
合
病
院
で
あ
る
Ｋ
病
院

は
、
個
人
負
担
す
べ
き
医
師

会
の
会
費
等
を
病
院
が
負
担

し
て
お
り
、
源
泉
徴
収
し
て

い
な
か
っ
た
。

�
単
価
契
約
書
の
印
紙
も
れ

製
造
業
を
営
む
Ｌ
社
は
、

契
約
書
と
な
る
受
注
先
及
び

外
注
先
と
の
「
受
発
注
単
価

の
決
定
・
変
更
通
知
書
」
に

印
紙
を
貼
付
し
て
い
な
か
っ

た
。

�
納
品
書
に
も
印
紙
が
必
要

な
時
が
？

食
料
品
卸
売
業
を
営
む
Ｍ

社
は
、
納
品
書
に
領
収
印
を

押
印
し
、
領
収
書
に
代
え
て

い
た
が
、
印
紙
を
貼
付
し
て

い
な
か
っ
た
。

－ 7 －

法
人
税
関
係

税
務
調
査
で
指
摘
さ
れ
た
事
例

消
費
税
関
係

源
泉
所
得
税
関
係

印
紙
税
関
係



三
瓶
山
北
の
原
、
三
瓶
自

然
館
か
ら
約
一
�
北
へ
下
っ

た
標
高
五
二
〇
�
の
所
に
昨

年
春
、
大
田
市
山
村
留
学
セ

ン
タ
ー
「
三
瓶
こ
だ
ま
学

園
」（
木
造
二
階
一
部
平
屋

建
、
延
床
面
積
一
一
〇
九
・

七
八
平
方
�
）
が
都
市
と
農

山
漁
村
住
民
の
交
流
の
拠
点

と
し
て
オ
ー
プ
ン
し
ま
し

た
。二

年
目
と
な
っ
た
今
春
四

月
七
日
、
一
年
間
の
長
期
留

学
第
二
期
生
の
入
園
の
つ
ど

い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

昨
年
十
二
人
だ
っ
た
学
園

生
は
、
今
年
も
千
葉
県
や
大

阪
府
な
ど
八
府
県
か
ら
集

ま
っ
た
、
小
学
校
三
年
生
か

ら
中
学
校
三
年
生
ま
で
の
十

－ 8 －

六
人
。
そ
の
う
ち
九
人
が
昨

年
か
ら
の
継
続
で
二
年
目
を

迎
え
ま
し
た
。
多
く
の
方
々

の
拍
手
に
迎
え
ら
れ
た
学
園

生
は
、
一
人
ひ
と
り
、
一
年

間
み
ん
な
で
頑
張
ろ
う
と
誓

い
を
胸
に
、「
都
会
と
田
舎

の
生
活
の
違
い
を
感
じ
た

い
」「
自
然
の
中
で
思
い
っ

き
り
遊
び
た
い
」
な
ど
と
、

そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
を
発
表
し

ま
し
た
。
続
い
て
全
員
で
山

村
留
学
の
約
束
事
を
大
き
な

声
で
発
表
し
ま
し
た
。

やくそく事
１，自分の足で歩き自然の中でたく

さん遊ぶ

２，物を大切にしてできるだけお金
を使わない

３，食事は好き嫌いなく食べ、感謝
の気持ちを忘れない。

４，誰とでも仲良くし、仲間外れに
されそうな者をみんなで励まし
てあげる。

５，自分の目標を持って１年間生活
する。

『
子
ど
も
た
ち
が
自
然
豊

か
な
農
山
漁
村
で
暮
ら
し
、

自
然
体
験
や
農
作
業
な
ど
を

し
な
が
ら
、
地
域
の
小
・
中

学
校
へ
通
学
す
る
取
り
組

み
』
こ
れ
が
山
村
留
学
で

す
。「

生
き
生
き
と
、
生
き
て

い
る
」
子
ど
も
は
気
力
に
あ

ふ
れ
、
遊
び
に
も
、
学
習
に

も
、
自
然
体
験
に
も
、

目
を
輝
か
せ
、
積
極
的

に
挑
ん
で
い
き
ま
す
。

体
験
の
中
か
ら
湧
き
出

た
意
欲
を
持
っ
て
得
た

知
識
こ
そ
、
本
物
の
知

識
と
い
え
ま
す
。

ま
た
、
都
会
か
ら
の

留
学
生
を
受
け
入
れ
る

こ
と
に
よ
っ
て
地
元
の

子
ど
も
た
ち
が
得
る
も

の
も
、
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。

個
性
あ
ふ
れ
行
動
力

に
富
む
都
会
の
子
ど
も

と
、
親
し
み
深
く
温
和

な
心
を
持
っ
た
田
舎
の
子
ど

も
が
、
共
に
遊
び
、
学
べ
ば
、

お
互
い
に
分
か
ち
合
う
も
の

は
大
き
い
は
ず
で
す
。

都
会
の
子
ど
も
た
ち
は
、

大
田
市
の
自
然
や
温
か
い
人

の
和
に
「
ふ
る
さ
と
」
を
発

見
し
、
そ
し
て
、
地
域
の
子

ど
も
た
ち
、
お
と
な
た
ち
は

都
会
の
子
ど
も
た
ち
と
接
し

大
田
市
山
村
留
学
セ
ン
タ
ー 
大
田
市
山
村
留
学
セ
ン
タ
ー 

「
山
村
留
学
」
っ
て
何
？

三瓶山頂登山



て
い
く
中
で
、
身
近
な
自
然

や
文
化
を
見
直
し
、「
ふ
る

さ
と
」
の
良
さ
を
再
発
見
し

ま
す
。

さ
ら
に
こ
う
し
た
子
ど
も

た
ち
を
取
り
巻
く
大
人
の
交

流
も
山
村
留
学
の
大
き
な
目

的
の
一
つ
で
す
。

－ 9 －

大
田
市
で
は
、
平
成
八
年

夏
か
ら
一
週
間
〜
二
週
間
の

短
期
留
学
事
業
を
ス
タ
ー
ト

し
、
こ
れ
ま
で
に
延
べ
約
千

六
百
名
の
子
ど
も
た
ち
が
参

加
し
て
い
ま
す
。

参
加
者
は
、
中
国
地
方
に

と
ど
ま
ら
ず
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
普
及
に
よ
っ
て
最

近
は
全
国
各
地
へ
と
広
が
っ

て
い
ま
す
。
中
学
生
の
参
加

者
の
中
に
は
、「
高
校
生
に

な
っ
た
ら
サ
ブ
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
、
大
学

生
に
な
っ
た
ら
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
、
ま
た

大
田
に
帰
っ
て
来
た

い
」
と
い
う
希
望
を

持
つ
子
ど
も
も
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。
こ

の
言
葉
か
ら
も
わ
か

る
よ
う
に
、
大
田
市

の
山
村
留
学
は
、
確

実
に
参
加
し
た
子
ど

も
た
ち
の
心
に
根
づ

い
て
い
ま
す
。

大
田
市
の
山
村
留
学
が
、

順
調
に
参
加
者
を
確
保
し
て

い
る
理
由
と
し
て
、
全
国
的

に
は
海
の
活
動
だ
け
、
山
の

活
動
だ
け
と
い
う
プ
ロ
グ
ラ

ム
が
多
い
中
、
海
と
山
を
あ

わ
せ
持
つ
と
い
う
地
理
的
な

特
徴
を
生
か
し
た
自
然
体
験

活
動
を
取
り
入
れ
て
い
る
こ

と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

春
に
は
山
菜
、
秋
に
は
木

の
実
や
き
の
こ
な
ど
が
豊
富

に
と
れ
る
野
山
を
か
け
め
ぐ

り
、
夏
に
は
清
ら
か
な
川
で

遊
び
、
穏
や
か
な
日
本
海
で

の
魚
釣
り
や
貝
と
り
、
素
も

ぐ
り
。

冬
は
三
瓶
山
の
ふ
も
と
で

雪
合
戦
、
荒
波
打
ち
よ
せ
る

石
東
海
岸
の
散
歩
…
。
子
ど

も
た
ち
は
大
田
市
の
自
然
の

中
で
、
嬉
々
と
し
て
活
動
し

て
い
ま
す
。

ま
た
、
受
け
入
れ
る
農
家

で
の
竹
細
工
や
わ
ら
細
工
、

野
菜
の
収
穫
や
風
呂
た
き
、

家
畜
の
世
話
。
漁

師
宅
で
の
魚
の
さ

ば
き
方
や
一
夜
干

し
作
り
、魚
釣
り
、

魚
市
場
で
の
手
伝

い
な
ど
。

さ
ま
ざ
ま
な
生

活
体
験
を
と
お
し

て
、
地
域
の
人
た

ち
と
の
、
心
温
ま

る
ふ
れ
あ
い
が
あ

る
こ
と
も
、
大
き

な
魅
力
に
な
っ
て

い
ま
す
。

学
園
生
は
、
月
の
う
ち
二

十
日
を
セ
ン
タ
ー
で
、
残
り

十
日
を
地
元
の
農
家
で
生
活

し
、
自
然
体
験
や
農
作
業
を

し
な
が
ら
地
元
北
三
瓶
の
学

校
へ
通
い
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
で
は
、
規
則
正

し
い
生
活
習
慣
（
起
床
、
食

事
、
就
寝
な
ど
）
と
集
団
生

活
の
ル
ー
ル
（
掃
除
、
洗

濯
、
手
伝
い
な
ど
）
を
指
導

し
ま
す
。
週
末
に
は
田
畑
の

農
作
業
や
山
、
海
、
川
で
の

自
然
体
験
、
キ
ャ
ン
プ
な
ど

四
季
を
通
じ
た
活
動
を
行
い

ま
す
。
こ
れ
ら
を
と
お
し
て
、

子
ど
も
た
ち
は
自
立
心
と
豊

か
な
心
を
は
ぐ
く
み
、
自
ら

生
き
る
力
を
獲
得
し
て
い
き

ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

学
園
の
様
子

子
ど
も
の
心
を
捉
え
た
も
の

代かき後の泥んこリレー

大漁、大漁！！



四
月
、
初
め
て
の
農
家
対

面
式
で
は
、
里
親
と
な
る
六

軒
の
農
家
の
方
々
の
温
か
い

雰
囲
気
に
子
ど
も
た
ち
の
期

待
は
更
に
高
ま
っ
た
よ
う
で

す
。
子
ど
も
た
ち
は
農
家
で

の
生
活
で
、
セ
ン
タ
ー
で
は

出
来
な
い
様
々
な
体
験
を
し

て
い
ま
す
。

里
親
の
父
さ
ん
、
母
さ
ん

は
「
み
ん
な
い
い
子
で
、
か

わ
い
く
て
ぇ
」「
生
き
甲
斐

が
出
来
た
よ
う
だ
」

と
喜
ん
で
い
た
だ
い

て
い
ま
す
が
、「
時

に
は
、
心
を
鬼
に
し

な
き
ゃ
」
と
、
出
来

る
だ
け
歩
か
せ
る
こ

と
、
自
分
の
こ
と
は

自
分
で
さ
せ
る
よ
う

確
認
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

一
年
間
を
通
じ
て
、

本
当
の
親
子
？
以
上

の
関
係
を
築
い
て
い

き
ま
す
。

ま
た
セ
ン
タ
ー
で

は
、
こ
の
夏
一
週
間

〜
二
週
間
の
短
期
自
然
体
験

活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。
遠

く
は
宮
城
県
、
東
京
都
、
宮

崎
県
な
ど
全
国
か
ら
百
十
九

名
が
参
加
。
カ
ナ
ダ
や
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
か
ら
も
参
加
が
あ

り
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
セ
ン

タ
ー
で
は
週
末
の
ミ
ニ
山
村

留
学
、
地
元
の
子
ど
も
た
ち

の
通
学
合
宿
、
太
鼓
活
動
も

実
施
し
て
い
ま
す
。

－ 10－

セ
ン
タ
ー
で
は
毎
年
十
一

月
に
、「
収
穫
祭
」
を
行
い

ま
す
。
こ
れ
は
、
学
園
生
が

育
て
た
田
畑
の
作
物
や
野
山

の
山
菜
な
ど
の
収
穫
を
祝

い
、
自
然
や
活
動
に
協
力
い

た
だ
い
た
多
く
の
方
々
に
感

謝
す
る
お
祭
り
で
す
。
今
年

も
学
園
生
は
、
各
々
の
研
究

を
発
表
し
、
太
鼓
や
劇
、
踊

り
な
ど
を
披
露
し
ま
し
た
。

当
日
は
二
百
人
を
越
え
る

多
く
の
人
々
で
賑
わ
い
、

学
園
生
の
熱
演
に
た
く
さ

ん
の
賛
辞
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

学
園
生
は
、
学
校
で
も

地
元
の
児
童
生
徒
と
と
も

に
学
び
、
教
え
あ
う
良
い

関
係
を
築
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、
学
園
生
の
保
護
者

も
年
に
数
回
セ
ン
タ
ー
を
訪

れ
、
地
元
の
「
運
動
会
」

や
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
、「
収
穫

祭
」
な
ど
を
通
じ
て
地
域

住
民
と
の
交
流
も
活
発
に

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し

た
た
く
さ
ん
の
人
の
交
流

に
よ
り
、
地
域
が
賑
わ
い
、

活
気
が
生
ま
れ
つ
つ
あ
り

ま
す
。

セ
ン
タ
ー
で
は
今
後
も

積
極
的
に
活
動
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。
活
動
へ
の

ご
意
見
や
ご
提
言
、
ま
た

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

（問い合わせ先）

大田市山村留学センター「三瓶こだま学園」

地
域
に
も
た
ら
す
も
の

ドジョウすくい

模擬店開店
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寄
附
金
は
、
交

際
費
と
同
様
税
務

上
で
費
用
と
し
て
認
め
ら
れ

な
い
場
合
が
あ
る
と
聞
き
ま

し
た
。
概
要
を
教
え
て
く
だ

さ
い
。

法
人
税
法
で
は
、
会
社
が

支
出
し
た
寄
附
金
に
つ
い
て

は
、
特
定
の
寄
附
金
を
除
い

て
一
定
の
限
度
額
を
設
け
、

そ
の
額
を
超
過
し
た
分
は
、

税
法
上
費
用
と
は
認
め
ら
れ

ず
結
果
的
に
法
人
税
が
か
か

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

○
寄
附
金
と
は

法
人
税
法
上
、
寄
附
金
と

は
、
会
社
が
行
っ
た
金
銭
そ

の
他
の
資
産
、
又
は
経
済
的

な
利
益
の
贈
与
、
又
は
無
償

の
供
与
等
を
い
い
、
寄
附

金
・
拠
出
金
・
見
舞
金
そ
の

他
い
ず
れ
の
名
称
を
も
っ
て

す
る
か
は
、
問
わ
な
い
こ
と

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

○
寄
附
金
金
額
の
算
定

現
金
支
出
の
場
合
に
は
、

そ
の
支
出
金
額
が
寄
附
金
の

金
額
と
な
り
ま
す
が
、
そ
の

他
の
場
合
に
は
、
次
の
よ
う

に
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

○
寄
附
金
の
損
金
算
入
時
期

寄
附
金
は
、
現
実
に
支

払
っ
た
と
き
に
会
計
上
の
費

用
と
な
り
ま
す
の
で
、
未
払

寄
附
金
ま
た
は
手
形
払
の
寄

附
金
は
、
そ
の
支
払
又
は
決

済
が
あ
る
ま
で
は
寄
附
金
の

支
出
が
あ
っ
た
と
は
認
め
ら

れ
ま
せ
ん
。

○
利
益
処
分
経
理
の
寄
附
金

寄
附
金
は
、
そ
も
そ
も
事

業
活
動
に
直
接
関
係
な
く
支

出
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
た

め
、
そ
の
損
金
性
が
き
わ
め

て
乏
し
い
費
用
で
あ
る
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
会

社
が
利
益
処
分
経
理
を
し
た

場
合
に
は
、
そ
の
会
社
自
ら

が
損
金
性
を
否
定
し
て
い
る

と
認
め
ら
れ
ま
す
の
で
公
益

性
の
高
い
一
定
の
寄
附
を
除

き
損
金
に
算
入
さ
れ
ま
せ

ん
。

○
損
金
算
入
限
度
額

寄
附
金
の
支
払
先
に
応
じ

て
、
次
の
と
お
り
損
金
算
入

額
に
差
異
が
あ
り
ま
す
。

県
会
議
員
の

政
治
資
金
団
体
に

対
し
て
行
っ
た
政
治
献
金
と

そ
の
先
生
を
励
ま
す
会
の

パ
ー
テ
ィ
券
購
入
代
金
は
寄

附
金
と
な
る
で
し
ょ
う
か
。

政
治
献
金
は
一
般
的
に
は

寄
附
金
で
す
。
又
「
○
○
を

励
ま
す
会
」
の
パ
ー
テ
ィ
ー

券
購
入
費
用
は
、
そ
の
購
入

目
的
等
に
よ
り
寄
附
金
、
又

は
交
際
費
と
な
り
ま
す
。

○
購
入
目
的
に
よ
っ
て
異
な

る
取
扱

「
○
○
を
励
ま
す
会
」
の

多
く
は
政
治
資
金
集
め
で
あ

る
た
め
、
実
質
的
に
は
政
治

献
金
と
変
わ
り
ま
せ
ん
。
そ

の
た
め
、
一
般
的
に
パ
ー

テ
ィ
券
購
入
費
用
は
出
席
の

有
無
に
か
か
わ
ら
ず
寄
附
金

と
し
て
取
扱
わ
れ
ま
す
。
し

か
し
「
○
○
を
励
ま
す
会
」

に
参
加
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
そ
の
政
治
家
や
地
域
経

済
人
と
の
懇
親
を
深
め
て
事

業
活
動
が
円
滑
に
行
わ
れ
る

等
の
特
別
の
理
由
が
あ
る
場

合
に
は
、
交
際
費
と
さ
れ
る

こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

○
党
費
、
会
費
の
取
扱

会
社
が
政
党
そ
の
他
の
政

治
団
体
に
対
し
て
支
払
う
党

費
や
会
費
は
、
勘
定
科
目
を

問
わ
ず
、
政
治
献
金
に
含
ま

れ
ま
す
の
で
寄
附
金
と
し
て

取
扱
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。

（
文
責
　
編
集
部
）

質
問
二

質
問
一
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●

寄
附
金
の
取
扱
い

●

金銭以外の資産の贈与…贈与時の時価

経済的利益の無償供与…供与時の時価

資産の低額譲渡…………譲渡時の時価と対価との差額

経済的利益の有償供与…供与時の時価と対価との差額

�国、地方公共団体に対する寄附金…全額
�財務大臣の指定した寄附金…………全額
�特定公益増進法人に対する寄附金…損金算入限度額
�一般の寄附金…………………………損金算入限度額
�国外関連者に対する寄附金…………全額損金不算入
普通法人の損金算入限度額
（資本基準額＋所得基準額）×1/2
・資本基準額　資本等の金額×月数/12×2.5/1000
・所得基準額　当該事業年度の所得金額×2.5/100

※所得金額は寄附金支出前の税務上の所得金額をいう。又資本等の金
額は期末の資本金額と資本積立金額との合計額をいう。



消費税及び地方消費税の 申告と納税は期限内に 
前々事業年度の課税売上が1,000万円超であれば課税事業者です！ 

課税事業者に該当するときは… 
ステップ1

次の表は簡易課税制度適用事業者を例に、業種別に積立目安月額を表示したものです。 
簡易課税制度を選択されていない方は、課税仕入額により税額が異なります。 
　※ 例えば、小売業で課税売上高が2,000万円の場合、月々の積立額は約17,000円 
 （各月売上高×売上に対する納税額の目安率＝1％）となります。 

（注）　所得が赤字の場合でも、消費税及び地方消費税を納付していただく必要が生じる
場合があります。 

ステップ2

　法人の場合は、原則として、申告対象期間の末日の翌日から2か月以内が申告と納税の
期限となります。 

（注）　期限内に納付を行なわないと、延滞税を負
担しなければならないだけでなく、財産の差
押え等の滞納処分を受ける場合もあります。 

申告と納税は… 

不動産業、運輸
通信業、サービス
業など 
（第5種事業） 

50％ 

2.5％ 

年間 
税額 

積立目 
安月額 

売上に対する納 
税額の目安率 

万円 千円 

21 

32 

42 

53 

63 

25

38

50

63

75

飲食店業、金融・
保険業など 
 
（第4種事業） 

60％ 

2.0％ 

年間 
税額 

積立目 
安月額 

万円 千円 

17

25

34

42

50

20

30

40

50

60

農業、林業、漁業、
建設業、製造業
など 
（第3種事業） 

70％ 

1.5％ 

年間 
税額 

積立目 
安月額 

万円 千円 

13

20

25

32

38

15

23

30

38

45

 
小売業  

 
（第2種事業） 

80％ 

1.0％ 

年間 
税額 

積立目 
安月額 

万円 千円 

9

13

17

21

25

10

15

20

25

30

 
卸売業  

 
（第1種事業） 

90％ 

0.5％ 

年間 
税額 

積立目 
安月額 

万円 千円 

5

7

9

11

13

5

8

10

13

15

 
 

区　分 

みなし仕入率 

年間課税 
売上高 

各月売 
上高 

万円 万円 

84

125

167

209

250

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000
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平
成
十
八
年
春
か
ら
ス

タ
ー
ト
す
る
新
会
社
法
は
、

こ
れ
ま
で
「
会
社
」
の
法
律

と
し
て
定
め
ら
れ
て
き
た
商

法
・
有
限
会
社
法
・
商
法
特

例
法
な
ど
の
法
律
を
一
本
化

し
た
「
新
し
い
内
容
と
法
形

式
」
を
持
っ
た
会
社
法
制
で

す
。百

年
以
上
前
に
制
定
さ
れ

た
商
法
、
六
十
年
以
上
前
に

制
定
さ
れ
た
有
限
会
社
法
は

と
も
に
幾
度
の
改
正
を
経
て

ツ
ギ
ハ
ギ
だ
ら
け
の
感
が

あ
っ
た
上
に
、
い
ず
れ
も
カ

タ
カ
ナ
文
語
体
で
表
記
さ
れ

て
お
り
、
い
わ
ゆ
る
六
法
の

中
で
は
民
法
の
財
産
編
と
と

も
に
現
代
語
化
が
な
さ
れ
て

い
な
い
と
い
う
問
題
が
あ
り

ま
し
た
。

又
、
昨
今
の
経
済
情
勢
の

急
激
な
変
化
に
対
応
す
る
為

に
は
、
会
社
法
制
の
全
体
的

な
整
合
性
が
求
め
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

主
要
な
点
は
次
の
六
点
で

す
。�

有
限
会
社
法
の
廃
止

�
株
式
譲
渡
制
限
会
社
法

制
の
大
改
正

�
合
同
会
社
制
度
の
創
設

�
会
計
参
与
制
度
の
創
設

�
組
織
再
編
行
為
の
自
由

化
�
剰
余
金
分
配
手
続
の
自

由
化

従
来
、
株
式
会
社
に
関
す

る
規
定
は
、
上
場
会
社
の
よ

う
な
会
社
を
原
則
と
し
た
上

で
、
そ
こ
に
株
式
譲
渡
制
限

を
し
た
会
社
の
よ
う
な
非
公

開
の
会
社
に
関
す
る
特
則
を

付
け
加
え
る
条
文
ス
タ
イ
ル

で
し
た
。

新
会
社
法
で
は
、
そ
れ
が

逆
転
し
て
お
り
、
ベ
ー
ス
は

非
公
開
会
社
、
つ
ま
り
従
来

の
有
限
会
社
で
す
。
そ
こ
に

取
締
役
会
を
置
く
と
ど
う
な

る
か
、
株
式
譲
渡
制
限
を
し

な
け
れ
ば
ど
う
な
る
か
と

い
っ
た
公
開
会
社
的
な
ケ
ー

ス
を
特
則
と
し
て
規
定
し
て

い
く
と
い
う
ス
タ
イ
ル
を

と
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
が
従

来
と
の
大
き
な
形
式
上
の
差

異
に
な
っ
て
い
ま
す
。

新
会
社
法
は
以
上
の
よ
う

に
種
々
の
新
し
い
内
容
を
盛

り
込
ん
で
い
ま
す
が
、
そ
の

中
で
も
中
小
会
社
の
関
わ
り

あ
い
の
中
で
注
目
す
べ
き
は

次
の
三
点
で
し
ょ
う
。

�
有
限
会
社
の
廃
止

�
資
本
金
は
一
円
で
い
い

�
取
締
役
は
一
人
で
い
い

�
の
有
限
会
社
の
廃
止
と

は
、
有
限
会
社
法
の
廃
止
に

伴
う
も
の
で
、
全
て
の
会
社

が
中
身
的
に
株
式
会
社
に
一

本
化
さ
れ
る
こ
と
で
す
。

た
だ
し
、
既
存
の
有
限
会

社
は
、
経
過
措
置
に
よ
り
、

有
限
会
社
の
商
号
を
使
っ
て

株
式
会
社
と
し
て
存
続
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
し
、
会
社

法
に
お
け
る
株
式
会
社
に
移

行
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

有
限
会
社
の
ま
ま
に
す
る

場
合
、
有
限
会
社
の
定
款
、

社
員
、
持
分
お
よ
び
出
資
一

口
が
、
株
式
会
社
の
定
款
、

株
主
、
株
式
お
よ
び
一
株
と

み
な
さ
れ
ま
す
の
で
、
法
形

式
上
は
株
式
会
社
で
あ
っ
て

も
、
実
態
と
し
て
は
有
限
会

社
の
ま
ま
存
続
す
る
こ
と
と

な
り
ま
す
。
又
、
会
社
法
に

お
け
る
株
式
会
社
に
移
行
す

る
事
は
定
款
の
変
更
で
で
き

ま
す
。

�
の
資
本
金
は
一
円
で
い

い
、
と
は
最
低
資
本
金
規
制

が
撤
廃
さ
れ
た
為
、
会
社
設

立
・
法
人
成
り
等
が
容
易
に

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と

を
意
味
し
ま
す
。

�
の
取
締
役
は
一
人
で
い

い
、
と
は
会
社
の
機
関
設
計

の
選
択
肢
が
広
が
り
、
そ
の

会
社
の
実
情
や
レ
ベ
ル
に
合

わ
せ
た
機
関
設
計
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
意
味

し
ま
す
。
特
に
株
式
譲
渡
制

限
を
定
款
に
定
め
て
い
る
株

式
譲
渡
制
限
会
社
の
場
合
の

選
択
肢
の
一
つ
と
し
て
取
締

役
が
一
人
で
も
よ
い
と
さ
れ

ま
し
た
。

�
驚
き
の
内
容
と
は
？

�
新
し
い
法
形
式
と
は
？

�
新
し
い
内
容
と
は
？

�
な
ぜ
、
今
？

�
新
・「
会
社
法
」
と
は
？

新
・「
会
社
法
」
の
見
方 



創
業
が
昭
和
五
十
二
年
五

月
に
始
ま
り
、
平
成
五
年
九

月
一
日
に
�
ヘ
ア
モ
ー
ド
サ

ン
キ
に
組
織
化
し
、
平
成
十

二
年
九
月
一
日
を
も
っ
て
株

式
会
社
サ
ン
キ
に
成
っ
た
。

松
江
、
出
雲
、
大
田
、
江

津
、
浜
田
、
米
子
、
倉
敷
、

広
島
に
美
容
室
を
展
開
中
で

あ
る
。

創
業
二
十
三
年
目
に
「
株

式
会
社
サ
ン
キ
」
に
社
名
変

更
し
、
節
目
を
迎
え
過
去
の

延
長
線
上
に
こ
だ
わ
ら
ず
、

次
世
代
を
意
識
し
た
美
容
室

展
開
を
図
り
、
全
店
美
容
室

ボ
ブ
ヘ
ア
ー
に
統
一
化
し
、

ブ
ラ
ン
ド
力
を
つ
け
る
た
め

に
店
内
店
外
を
改
装
し
、
黄

を
基
調
に
し
た
店
作
り
を
打

ち
出
し
た
。
さ
ら
に
、
お
客

様
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
て
の

別
ブ
ラ
ン
ド
美
容
室
ア
ー
ス

を
、
松
江
田
和
山
に
オ
ー
プ

ン
し
、
二
店
目
を
学
園
に
出

店
し
て
い
る
。
私
々
美
容
室
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企
業
訪
問

理
美
容
道
を
通
し
て
社
会
に
貢
献
す
る

株
式
会
社
　
サ
ン
キ

森
　
脇
　
慎
　
一

【
会
社
概
要
】

創

立

昭
和
五
十
二
年
五
月

所

在

地

島
根
県
大
田
市
大
田
町

吉
永
一
二
八
七
ー
六

店

舗

数

十
七
店
舗

資

本

金

一
千
万
円

社

員

数

百
二
十
人

売

上

六
億
五
千
万
円

動
員
数〔
月
間
〕

一
万
二
千
人

営

業

地

区

浜
田
市
三
店
、
江
津
市
一
店

大
田
市
三
店
、
出
雲
市
三
店

松
江
市
三
店
、
高
槻
市
一
店

米
子
市
一
店
、
倉
敷
市
一
店

広
島
市
一
店

代
表
取
締
役

毎
日
健
康
で
あ
る
事
に
感
謝
し

美
容
を
通
し
て
感
性
を
磨
き

お
客
様
に
感
動
を
与
え

仲
間
を
い
た
わ
り
育
て
あ
う
心
で

人
間
形
成
を
旨
と
し
地
域
一
番
に
な
る

社
員
一
人
一
人
が
経
営
者
で
あ
れ

笑
顔
・
感
動
・
感
謝

会
社
好
き
　
人
間
好
き
　
仕
事
好
き
人
間

�
私
は
常
に
お
客
様
を
大
切
に
し
ま
す

�
私
は
美
容
業
に
使
命
感
を
感
じ
ま
す

�
す
ぐ
や
る
、
必
ず
や
る
、
出
来
る
ま
で

や
る

�
明
朗
（
ほ
が
ら
か
に
）
愛
和
（
仲
間
と
）

喜
働
（
喜
ん
で
働
き
ま
す
）

●
株
式
会
社
サ
ン
キ
理
念

●
経
営
理
念

●
営
業
理
念

●
ス
ロ
ー
ガ
ン

●
社
員
の
約
束

【
サ
ン
キ
の
沿
革
】



は
、
人
が
人
を
さ
せ
て
頂
く

業
種
で
あ
る
た
め
、
社
員
が

宝
で
す
。
す
ば
ら
し
い
社
員

を
集
め
る
た
め
に
求
人
活
動

に
力
を
入
れ
て
い
る
。
関

西
・
中
国
・
四
国
・
九
州
の

美
容
学
校
は
も
と
よ
り
、
広

島
県
、
山
口
県
、
鳥
取
県
、

島
根
県
の
高
等
学
校
・
短

大
・
大
学
と
私
社
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
配
布
し
て
求
人
活

動
を
し
て
い
る
。
最
初
の
頃

は
、
な
か
な
か
島
根
県
大
田

市
と
言
う
地
の
り
で
は
、
集

ま
り
が
悪
か
っ
た
。
し
か
し

継
続
し
て
い
る
内
に
、
私
社

の
方
針
、
理
念
を
理
解
し
て

頂
け
る
よ
う
に
な
り
、
毎
年

五
十
人
前
後
の
求
人
が
あ

り
、
合
同
面
接
会
を
さ
せ
て

頂
い
て
い
る
。

そ
し
て
、
職
業
訓
練
校

「
サ
ン
キ
ヘ
ア
ー
ア
カ
デ

ミ
ー
」
で
訓
練
を
し
て
い
る
。

私
社
「
育
成
型
」
人
材
育
成

産
業
だ
と
思
っ
て
や
ら
し
て

も
ら
っ
て
い
る
。

そ
の
「
芯
」
を
は
ず
さ
ず
、

五
年
後
は
京
都
、
大
阪
、
岡

山
、
広
島
、
島
根
、
鳥
取
を

視
野
に
置
き
、
お
客
様
の

ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
店
作
り
を

し
て
い
き
ま
す
。

目
標
数
字
二
十
店
舗
、
社

員
二
百
人
、
売
上
十
五
億
を

目
標
に
す
る
。

今
か
ら
六
年
前
に
ふ
と
振

り
返
っ
て
見
る
と
、
私
が
現

場
で
働
い
て
い
た
時
の
お
客

様
が
ほ
と
ん
ど
来
て
お
ら
れ

な
か
っ
た
。
調
べ
て
み
る
と

そ
の
当
時
私
は
三
十
六
才
、

お
客
様
は
、
十
才
、
二
十

才
、
三
十
才
の
お
客
様
だ
っ

た
。
今
だ
と
六
十
才
、
七
十

才
、
八
十
才
と
な
ら
れ
て
い

る
の
だ
。
私
は
、
そ
の
当
時

お
客
様
に
言
っ
て
い
た
「
髪

の
事
に
関
し
て
は
一
生
私
が

面
倒
を
見
さ
せ
て
頂
く
」
と

い
つ
も
言
っ
て
い
た
。

本
当
に
失
礼
な
事
を
私
は

や
っ
て
い
る
、
ど
う
す
れ
ば

よ
い
か
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
調
べ
友
人
に
聞
い
た
。
そ

の
時
、
移
動
理
美
容
車
が
あ

る
と
言
わ
れ
、
す
ぐ
取
り
寄

せ
た
。
金
額
は
後
で
聞
い
て

び
っ
く
り
、
二
千
万
…
。
で

も
そ
の
時
は
金
で
は
な
か
っ

た
。
移
動
理
美
容
車
も
島
根

で
は
初
め
て
で
労
働
厚
生
省

の
許
可
が
お
り
る
か
お
り
な

い
か
、
途
中
で
ス
タ
ー
ト
出

雲
で
デ
モ
を
や
っ
て
い
る

時
、
保
険
所
に
呼
び
出
さ
れ

ひ
ど
く
怒
ら
れ
た
。
し
か
し
、

私
は
良
い
事
を
や
っ
て
い
る

の
に
、
な
ぜ
怒
ら
れ
る
か
分

か
ら
な
か
っ
た
。

後
で
考
え
て
み
る
と
、
移

動
す
る
理
美
容
店
で
あ
る
そ

れ
は
、
大
変
な
事
な
の
で

あ
っ
た
。
お
か
げ
で
知
り
合

い
の
人
が
大
田
保
険
所
に
い

て
、
そ
の
人
の
お
か
げ
で
許

可
が
出
た
。
そ
れ
か
ら
ど
ん

ど
ん
施
設
周
り
を
さ
せ
て
も

ら
っ
た
。
ヘ
ア
ー
の
方
も
そ
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毎年の24時間テレビのチャリティカット（松江）

現在6台あるハッピー号

美容室アース（松江 多和山店）

美容室ボブヘアー（出雲 小山店）

本社　事務所（2F） 本店



う
で
あ
る
が
、
化
粧
を
し
て

あ
げ
る
と
お
ば
あ
さ
ん
達

は
、
本
当
に
喜
ん
で
く
れ
た
。

い
つ
に
な
っ
て
も
女
性
だ

な
ぁ
と
感
じ
さ
せ
て
も
ら
っ

た
。「
こ
れ
だ
」
い
き
い
き
、

わ
く
わ
く
、
ど
き
ど
き
、
リ

ハ
ビ
リ
に
な
っ
て
い
る
す
ば

ら
し
い
事
を
教
え
て
も
ら
っ

た
。
今
で
は
施
設
も
立
派
に

な
っ
て
来
て
い
る
。
昔
の
私

の
イ
メ
ー
ジ
と
は
、
ど
ん
ど

ん
変
化
し
て
い
る
。
デ
ィ
ス

ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
さ
れ
、
私
々

の
移
動
理
美
容
車
も
理
解
し

て
頂
い
て
い
る
。
お
か
げ
さ

ま
で
島
根
・
鳥
取
・
広
島
、

岡
山
と
施
設
へ
入
ら
せ
て
頂

く
よ
う
に
な
っ
た
。

今
は
、
私
々
移
動
理
美
容

車
「
ハ
ッ
ピ
ー
号
」
が
来
る

事
を
本
当
に
待
っ
て
頂
く
様

に
成
っ
て
来
た
。
こ
れ
か
ら
、

も
っ
と
も
っ
と
私
た
ち
で
な

い
と
出
来
な
い
事
で
あ
る
役

割
、
使
命
、
天
命
と
し
て
や

り
続
け
て
い
き
ま
す
。

施
設
や
病
院
へ
行
か
せ
て

い
た
だ
い
て
、
お
じ
い
さ
ん
、

お
ば
あ
さ
ん
の
本
当
に
う
れ

し
そ
う
な
お
顔
を
見
て
い
る

と
、
私
で
も
小
さ
な
施
設
で

本
当
に
よ
ろ
こ
ん
で
い
た
だ

け
る
場
所
を
作
っ
て
あ
げ
た

く
な
り
、
二
〇
〇
四
年
八
月

二
十
日
に
出
雲
大
社
さ
ん
の

そ
ば
に
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
大

社
を
開
設
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

本
当
に
大
社
の
み
な
さ
ん

に
協
力
し
て
い
た
だ
き
、
今

で
は
本
人
さ
ん
は
も
と
よ
り

家
族
の
み
な
さ
ん
に
喜
ん
で

い
た
だ
け
る
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
大
社
に
な
っ
て
お
り
ま

す
、
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。
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【
美
容
を
通
し
て
リ
ハ
ビ
リ
を
さ
せ
て
頂
く

延
長
線
で
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
大
社
】

三
年
前
大
田
市
準
倫
理
法
人
会

を
開
設
。

平
成
十
七
年
八
月
八
日
、
企
業

百
社
で
大
田
市
倫
理
法
人
会
を
設

立
し
た
。

�
笑
顔
が
た
え
な
い

▲
施
設
内
に
美
容
室

を
つ
く
り
、い
つ
も

美
し
い
み
な
さ
ん

�いつまでも女性で
あってほしい

グループホーム大社（2ユニット18人）



第
四
十
一
回
会
員
親
睦

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
大
会

が
十
一
月
五
日
（
土
）
大
社

カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
に
於
い

て
参
加
者
三
十
三
名
、
九
組

の
参
加
の
も
と
、
賑
や
か
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
好
天
気
に
恵
ま

れ
、
的
場
法
人
会
会
長
挨
拶

の
後
、
国
引
き
コ
ー
ス
と
、

美
久
我
コ
ー
ス
に
分
か
れ
プ

レ
ー
が
開
始
さ
れ
た
。

秋
晴
れ
の
も
と
、
好
プ

レ
ー
珍
プ
レ
ー
、
ミ
ス
シ

ヨ
ッ
ト
笑
顔
や
苦
渋
の
顔
が

続
出
し
、
法
人
会
な
ら
で
は

の
雰
囲
気
で
異
業
種
交
流
、

ま
た
老
、
壮
、
青
の
歓
談
の

場
と
し
て
の
会
員
親
睦
ゴ
ル

フ
大
会
の
一
日
で
し
た
。

競
技
終
了
後
、
ク
ラ
ブ
二

階
に
お
い
て
、
懇
親
会
が
開

か
れ
、
当
日
の
成
績
表
を
見

せ
合
い
満
足
や
ら
反
省
や
ら

と
楽
し
い
談
笑
の
内
で
の
成

績
発
表
、
表
彰
式
が
始
ま
っ

た
。

そ
の
他
、
飛
び
賞
、
年
次

賞
、
Ｄ
Ｃ
賞
、
Ｎ
Ｐ
賞
な
ど

沢
山
の
賞
品
と
共
に
、
参
加

者
全
員
に
参
加
賞
が
渡
さ

れ
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の
内

に
終
了
し
ま
し
た
。

来
春
に
予
定
さ
れ
る
次
回

の
コ
ン
ペ
に
は
、
多
く
の
会

員
の
方
々
の
ご
参
加
を
期
待

し
て
お
り
ま
す
。

尚
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
と
し

て
参
加
者
全
員
か
ら
貴
重
な

浄
財
三
万
三
千
円
を
寄
付
し

て
頂
き
大
変
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

こ
の
度
の
優
勝
は
、
全
く

の
ひ
ろ
い
も
の
で
し
た
。
と

言
う
の
は
、
協
和
の
伊
藤
さ

ん
は
七
〇
の
ア
ン
ダ
ー
で
回

ら
れ
た
の
で
す
が
、
初
参
加

の
為
、
二
位
と
す
る
規
約
が

あ
り
、
二
位
で
し
た
私
が
一

位
に
繰
り
上
が
り
、
大
変
嬉

し
い
や
ら
す
ま
な
い
な
ぁ
と

い
う
複
雑
な
気
持
で
す
。
こ

の
法
人
会
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
に

は
過
去
三
回
参
加
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
私
に

は
相
性
が
良
い
み
た
い
で
、

十
七
年
四
月
大
会
と
十
七
年

十
一
月
こ
の
大
会
二
連
続
優

勝
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
参
加

す
る
の
が
楽
し
み
な
大
会
の

一
つ
で
す
。
こ
の
様
な
良
い

成
績
が
残
せ
る
の
も
、
一
緒

に
プ
レ
イ
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
皆
さ
ん
の
お
陰
だ
と
感

謝
し
て
お
り
ま
す
。
十
八
年

度
も
頑
張
り
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。
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解
答
は
二
十
六
頁

詰
碁
問
題

（
白
先
黒
死
）

優
勝

原

田

修
氏

（
二
連
覇
）

優
　
勝
　
原
田
　
　
修

準
優
勝
　
伊
藤
　
煕
司

三
　
位
　
橘
　
　
伸
明

四
　
位
　
田
平
　
康
夫

五
　
位
　
田
辺
　
　
進

Ｂ
　
Ｇ
　
伊
藤
　
煕
司

Ｂ
　
Ｂ
　
柳
澤
　
　
悟

社
団
法
人
石
見
大
田
法
人
会
主
催

会
員
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会

第41回 第41回 

原
田
氏
コ
メ
ン
ト

表
　
彰
　
式



世
界
遺
産
に
登
録
す
る
た

め
に
は
ま
ず
、
登
録
し
よ
う

と
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
国
か
ら

国
（
ユ
ネ
ス
コ：

国
連
教
育

科
学
文
化
機
関
）
へ
、
登
録

推
薦
書
を
提
出
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

石
見
銀
山
遺
跡
に
つ
い
て

世
界
遺
産
の
中
で
文
化
遺
産

を
所
管
す
る
文
化
庁
の
文
化

審
議
会
が
七
月
十
五
日
に
推

薦
を
了
承
し
、
政
府
が
九
月

十
五
日
に
「
世
界
の
文
化
遺

産
お
よ
び
自
然
遺
産
の
保
護

に
関
す
る
条
約
」（
世
界
遺

産
条
約
）
に
基
づ
く
「
世
界

遺
産
一
覧
表
」
へ
の
記
載
物

件
の
推
薦
に
つ
い
て
、「
石

見
銀
山
遺
跡
と
そ
の
文
化
的

景
観
」
を
推
薦
す
る
こ
と
を

決
定
し
ま
し
た
。

推
薦
書
は
来
年
、
平
成
十

八
年
一
月
末
ま
で
に
正
式
に

提
出
さ
れ
、
専
門
機
関
の
審

査
を
経
て
順
調
に
進
め
ば
平

成
十
九
年
六
月
か
ら
七
月
頃

に
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
予

定
さ
れ
て
い
る
ユ
ネ
ス
コ
の

第
三
十
一
回
世
界
遺
産
委
員

会
で
登
録
さ
れ
る
予
定
と
な

り
ま
し
た
。

私
た
ち
が
知
っ
て
い
る
石

見
銀
山
遺
跡
に
つ
い
て
の
国

の
公
式
な
理
解
は
以
下
の
と

お
り
で
す
。

「
石
見
銀
山
遺
跡
は
日
本

海
に
面
す
る
島
根
県
の
ほ
ぼ

中
央
に
位
置
し
、
石
見
銀
の

採
掘
・
精
錬
か
ら
運
搬
・
積

み
出
し
に
至
る
鉱
山
開
発
の

総
体
を
表
す
「
銀
鉱
山
跡
と

鉱
山
町
」、「
港
と
港
町
」、

及
び
こ
れ
ら
を
つ
な
ぐ
「
街

道
」
の
三
つ
か
ら
構
成
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
遺
跡
は
、
東

西
世
界
の
文
物
交
流
及
び
文

明
交
流
の
物
証
で
あ
り
、
伝

統
的
技
術
に
よ
る
銀
生
産
を

証
明
す
る
考
古
学
的
遺
跡
及

び
銀
鉱
山
に
関
わ
る
土
地
利

用
の
総
体
を
表
す
文
化
的
景

観
と
し
て
の
価
値
を
持
つ
。」

（
平
成
十
九
年
九
月
十
五
日

の
政
府
発
表
資
料
よ
り
）

�
保
存
管
理
計
画

石
見
銀
山
遺
跡
は
広
範
囲

に
及
び
、
鉱
山
跡
や
街
道
、

城
跡
な
ど
土
地
に
直
接
関
わ

る
史
跡
や
町
並
み
、
港
な
ど

色
々
な
種
類
の
文
化
財
か
ら

構
成
さ
れ
ま
す
。

し
た
が
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の

文
化
財
の
規
模
・
性
質
・
立

地
条
件
等
に
応
じ
て
保
存
管

理
の
方
針
を
具
体
化
す
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
保
存
管
理
方

針
及
び
方
法
の
詳
細
に
つ
い

て
は
、「
史
跡
石
見
銀
山
遺

跡
保
存
管
理
計
画
」、「
大
田

市
大
森
銀
山
伝
統
的
建
造
物

群
保
存
地
区
保
存
計
画
」
及

び
「
温
泉
津
伝
統
的
建
造
物

群
保
存
地
区
保
存
計
画
」
と

し
て
定
め
ら
れ
て
お
り
ま

す
。ま

た
、
同
時
に
史
跡
や
町

並
み
の
中
に
お
い
て
現
在
も

生
活
し
て
い
る
こ
と
も
世
界

遺
産
の
重
要
な
要
素
で
も
あ

り
ま
す
の
で
れ
、
祭
礼
や
宗

教
儀
礼
な
ど
も
継
承
が
で
き

る
よ
う
に
配
慮
す
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

�
景
観
保
全
地
域
な
ど

石
見
銀
山
遺
跡
は
鉱
山
跡

や
周
囲
の
土
地
利
用
が
景
観

と
し
て
優
れ
て
い
る
こ
と
も

高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

地
元
で
は
分
か
り
に
く
い
価

値
で
は
あ
り
ま
す
が
、
遺
跡

が
自
然
の
中
に
ひ
っ
そ
り
と

埋
も
れ
て
い
た
り
、
歴
史
的

な
雰
囲
気
を
伝
え
る
港
や
町

並
み
が
両
方
揃
っ
て
あ
る
の

は
国
内
で
石
見
銀
山
遺
跡
だ

け
だ
と
も
い
え
ま
す
。

こ
の
景
色
や
雰
囲
気
を
保

存
す
る
た
め
に
大
規
模
な
建

築
物
等
の
新
築
、
土
地
の
形

質
変
更
、
海
岸
の
埋
立
て
等

の
行
為
に
つ
い
て
許
可
制
と

し
て
今
年
八
月
一
日
か
ら
石

見
銀
山
景
観
保
全
地
域
を
定

め
て
景
観
の
保
全
を
図
っ
て

い
ま
す
。

な
お
、
一
般
住
宅
や
通
常

の
農
林
漁
業
に
つ
い
て
は
ほ

と
ん
ど
影
響
が
あ
り
ま
せ

ん
。ま

た
、
旧
鉱
山
の
一
帯
を

保
全
の
対
象
と
す
る
景
観
保

全
地
域
に
つ
い
て
は
、「
鉱

業
等
に
係
わ
る
土
地
利
用
の

調
整
手
続
等
に
関
す
る
法

律
」
に
基
づ
く
鉱
区
禁
止
地

三
、保
存
と
管
理

二
、石
見
銀
山
遺
跡

と
は

一
、世
界
遺
産
へ
の

推
薦
決
ま
る
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域
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
今

後
は
鉱
山
と
し
て
開
発
す
る

こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。

今
後
は
ま
ず
、
案
内
・
解

説
・
展
示
・
調
査
研
究
の
機

能
を
持
つ
中
核
的
・
衛
星
的

な
施
設
を
配
置
し
、
歴
史
と

文
化
に
触
れ
る
場
を
創
出
す

る
と
と
も
に
、
既
存
の
公
開

施
設
を
含
め
代
表
的
な
歴
史

的
建
造
物
の
公
開
・
活

用
を
進
め
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
具
体
的
な
建

設
場
所
や
整
備
は
現
在

検
討
を
進
め
て
お
り
、

広
く
意
見
も
頂
い
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

併
せ
て
遺
跡
の
保
存

修
理
や
公
開
の
た
め
の

整
備
を
進
め
て
お
り
、

大
森
の
町
並
み
の
中
に

あ
る
熊
谷
家
住
宅
は
来

年
春
に
全
面
修
理
と
整

備
が
完
了
し
て
一
般
公

開
し
ま
す
。

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
あ
る

フ
ァ
ル
ン
は
平
成
十
二
年

（
二
〇
〇
〇
）
に
世
界
遺
産

登
録
さ
れ
た
大
銅
山
で
す
。

石
見
銀
山
遺
跡
と
似
て
い
る

と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
の
で
今

年
六
月
の
現
地
見
学
の
よ
う

す
も
交
え
紹
介
し
ま
す
。

「
フ
ァ
ル
ン
の
大
銅
山
と

そ
の
文
化
的
な
景
観
」
は
鉱

五
、フ
ァ
ル
ン
の
銅
山

四
、整
備
の
基
本
方
針
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山
に
関
連
す
る
歴
史
的
建
物

と
工
場
が
建
ち
並
ぶ
遺
産
と

し
て
世
界
遺
産
登
録
さ
れ
て

い
ま
す
。

鉱
山
に
つ
い
て
の
最
も
古

い
文
書
は
一
二
八
八
年
に
遡

り
ま
す
。
調
査
に
よ
れ
ば
そ

の
起
源
が
八
〜
九
世
紀
に
遡

る
可
能
性
も
あ
る
よ
う
で

す
。鉱

山
の
最
盛
期
は
十
六
〜

十
七
世
紀
で
、
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
が
主
要
な
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
列

強
の
一
つ
に
な
る
こ
と
を
可

能
に
し
た
原
動
力

に
も
な
り
ま
し
た
。

十
七
世
紀
の
半

ば
に
は
、
フ
ァ
ル

ン
は
世
界
の
銅
生

産
の
七
〇
％
を
示

し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
銅
山
で
は
、

後
の
株
式
会
社
の

先
駆
と
な
っ
た
仕

組
み
が
造
ら
れ
、

「
世
界
で
最
も
古

い
会
社
」
と
な
っ
た
と
言
わ

れ
ま
す
。世

界
遺
産
の
地
域
に

は
百
四
十
以
上
の
銅
の

溶
鉱
炉
が
あ
り
、
労
働

者
は
周
辺
に
土
地
付
き

の
住
宅
を
建
て
て
暮
ら

し
ま
し
た
。
こ
こ
で
産

出
さ
れ
る
赤
い
塗
料
で

壁
を
塗
っ
た
木
造
の
建

物
群
が
町
並
み
と
し
て

現
存
し
て
い
ま
す
。

一
六
八
七
年
に
大
量

の
地
す
べ
り
が
お
き
、

九
〇
ｍ
の
深
さ
、
三
五

〇
ｍ
×
三
〇
〇
ｍ
の
大

き
な
陥
没
が
鉱
山
の
部
分
に

で
き
、
現
在
も
残
さ
れ
て
い

ま
す
。

古
く
か
ら
観
光
の
名
所
と

な
り
、「
観
光
客
」
の
言
葉

が
一
八
二
四
年
の
文
献
に
見

え
る
ほ
ど
で
す
。

近
接
す
る
フ
ァ
ル
ン
の
町

は
一
六
四
六
年
に
計
画
さ
れ

た
町
で
、
最
も
古
い
建
物
は

教
会
で
、
町
裁
判
所
や
会
社

の
建
物
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
周
辺
に
は
湖
が
あ
り
、

堤
防
や
水
路
、
運
河
、
池
な

ど
が
あ
り
ま
す
。
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�
銅
山
と
町
並
み

�
坑
道
見
学
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
で

�
学
生
も
見
学
し
て
い
ま
す

�
鉱
山
博
物
館

�
鉱
山
の
入
り
口

�
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー（
案
内
所
）
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全
国
一
斉
に
実
施
さ
れ
る

「
税
を
考
え
る
週

間
」
。
石
見
大
田

法
人
会
は
、
今
年

も
恒
例
の
イ
ベ
ン

ト
「
ク
イ
ズ
お
も

し
ろ

ミ
ナ
ー

ル
」
を
十
一
月
十

五
日
、
会
館
仁
万

屋
に
於
い
て
開
催

致
し
ま
し
た
。

納
税
意
識
の
向

上
、
納
税
知
識
の

普
及
を
目
的
と
し
て
、
昭
和

六
十
二
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た

「
ク
イ
ズ
お
も
し
ろ

ミ
ナ
ー

ル
」
も
今
年
で
十
九
回
目
と

な
り
、
大
田
市

内
の
職
場
、
団

体
等
か
ら
参
加

さ
れ
た
十
二

チ
ー
ム
三
十
六

名
に
よ
り
団
体

戦
と
個
人
戦
が

競
わ
れ
ま
し
た
。

最
初
に
的
場

会
長
の
あ
い
さ

つ
、
竹
原
副
会

長
の
主
旨
説
明

に
つ
づ
き
柳
沢
事
務
局
長
が

ル
ー
ル
説
明
を
行
い
、
名
司

会
者
の
齊
藤
さ
ん
の
お
か
げ

で
会
場
内
も
和
や
か
な
雰
囲

気
で
ク
イ
ズ
が
進
行
さ
れ
て

い
き
ま
し
た
。

●
団
体
の
部
成
績

優
　
勝

島
根
中
央
信
用
金
庫

準
優
勝

ア
ク
サ
生
命

三
　
位

大
田
市
役
所

●
個
人
の
部
成
績

優
　
勝

南
山
　
祐
子

（
島
根
中
央
信
用
金
庫
）

準
優
勝

寺
岡
　
宏
二

（
大
田
市
役
所
）

三
　
位

石
田
　
英
次

（
島
根
中
央
信
用
金
庫
）

以
下
の
方
々
に
は
お
世
話

に
な
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

【
審
査
員
】

石
見
大
田
税
務

署
長
林
研
志
様
、
商
工
会
議

所
会
頭
寺
戸
隆
文
様
、
石
見

大
田
税
理
士
会
支
部
長
勝
部

幸
吉
様
、
大
田
市
総
務
部
長

知
野
見
清
二
様
、
サ
ン
レ

デ
ィ
ー
館
長
高
橋
美
也
子
様
、

前
回
税
金
博
士
山
崎
広
信
様

【
プ
ラ
カ
ー
ド
】

大
田
市
役

所
税
務
課
の
皆
さ
ん
、
島
根

中
央
信
用
金
庫
の
皆
さ
ん

税
務
署
の
皆
さ
ん
に
は
、

会
場
準
備
、
各
担
当
箇
所
で

大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

�税

�税

東
部
（
波
根
町
）
西
部

（
温
泉
津
町
）
の
二
会
場
で
、

地
区
別
ミ
ニ
税
金
フ
ォ
ー
ラ

ム
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
林
税
務
署
長
を
は

じ
め
と
し
、
税
理
士
先
生
の

方
々
を
お
招
き
し
、
税
務
署

の
方
に
よ
る
税
制
改
正
の
説

明
、
税
金
に
関
す
る
ビ
デ
オ

上
映
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

恒
例
と
な
っ
た
税
金
ク
イ

ズ
で
は
、
笑
い
と
歓
声
の
と

び
か
う
和
や
か
な
ひ
と
と
き

を
過
ご
し
ま
し
た
。

税
金
博
士
に

島
根
中
央
信
用
金
庫

南
山
祐
子
さ
ん 

団
体
優
勝
は

島
根
中
央
信
用
金
庫 

お
も
し
ろ 

税 

ミ
ナ
ー
ル 
第
　
回
ク
イ
ズ

第
　
回
ク
イ
ズ 
19 
第
　
回
ク
イ
ズ 
19 

税
を
考
え
る
週
間
行
事

11
月
11
日
〜
11
月
17
日

＝
地
区
別
ミ
ニ
税
金
フ
ォ
ー
ラ
ム
＝

優 勝
大田建設�
上 野 幸 男東部会場

優 勝
若林酒造�
若林謙太郎西部会場
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平
成
十
七
年
十
一
月
十
七

日
よ
り
金
沢
で
法
人
会
青
年

部
全
国
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

今
年
は
研
修
旅
行
も
か
ね

て
、
当
法
人
会
青
年
部
よ
り

三
谷
部
会
長
を
は
じ
め
、
総

勢
十
一
名
で
参
加
し
ま
し

た
。十

七
日
、
十
八
日
の
部
会

長
会
議
に
続
い
て
、
大
会
式

典
よ
り
メ
ン
バ
ー
は
参
加

し
、
石
川
音
楽
堂
で
の
お
ご

そ
か
な
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
の

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
、
芸
者
衆
の

踊
り
と
、
大
変
音
響
の
利
い

た
会
場
で
の
華
や
か
な
式
典

の
後
、
Ｊ
リ
ー
グ
の
川
渕

キ
ャ
プ
テ
ン
の
講
演
、
そ
し

て
大
懇
親
会
と
金
沢
ら
し
い

演
出
で
、
地
元
出
身
の
ミ
ス

ユ
ニ
バ
ー
ス
の
二
〇
〇
四
代

表
ま
で
式
典
懇
親
会
の
ア
シ

ス
タ
ン
ト
と
し
て
華
を
添
え

て
、
大
変
楽
し
い
も
の
で
し

た
。来

年
は
埼
玉
、
再
来
年
は

愛
媛
と
続
く
大
会
で
、
担
当

す
る
法
人
会
の
熱
心
な
歓

迎
、
勧
誘
に
、
会
場
も
盛
り

上
が
り
、
盛
会
裏
に
閉
幕
し

ま
し
た
。

翌
日
の
十
九
日
、
二
十
日

で
、
石
見
銀
山
の
世
界
遺
産

登
録
を
控
え
、
白
川
郷
（
世

界
遺
産
の
視
察
）
、
高
山

（
古
い
町
並
み
、
陣
屋
跡
の

見
学
、
朝
市
の
見
学
）、
馬

篭
、
妻
籠
の
宿
場
保
存
地
区

の
見
学
を
予
定
し
て
、
バ
ス

に
て
金
沢
を
出
発
し
ま
し

た
。当

日
は
金
沢
も
し
ぐ
れ
模

様
で
、
白
川
郷
に
着
く
途
中

で
は
雪
も
降
り
、
大
変
寒
い

中
で
し
た
が
、
な
か
な
か
遠

方
で
再
々
く
る
事
の
で
き
な

い
場
所
な
の
で
、
欲
張
っ
て

白
川
郷
の
展
望
台
（
も
う
少

し
時
期
が
遅
け
れ
ば
雪
の
景

色
で
Ｔ
Ｖ
で
よ
く
見
る
町
並

み
で
し
た
）、
合
掌
造
り
民

家
園
、
町
集
落
、
和
田
家
な

ど
を
見
学
し
ま
し
た
。

特
に
合
掌
造
り
民
家
園
で

は
、
地
元
の
人
が
囲
炉
裏
に

火
を
入
れ
て
、
午
後
か
ら
の

体
験
学
習
の
わ
ら
ぞ
う
り
作

り
の
準
備
中
で
、
手
を
休
め

て
囲
炉
裏
を
囲
み
、
世
界
遺

産
登
録
後
の
人
出
や
、
現
在

の
状
況
な
ど
、
ひ
と
時
メ
ン

バ
ー
と
話
が
出
来
、
こ
の
研

修
の
何
よ
り
の
お
土
産
と
な

り
ま
し
た
。
特
に
印
象
に

残
っ
た
話
と
し
て
、
最
近
は

登
録
時
よ
り
徐
々
に
観
光
客

で
人
数
が
減
少
し
て
い
る
と

の
こ
と
で
、
何
度
も
何
度
も

見
学
に
来
る
リ
ピ
ー
タ
ー
作

り
が
重
要
で
あ
る
と
感
じ
ま

し
た
。

続
い
て
高
山
に
移
動
し
、

祭
り
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
（
高
山

祭
り
の
屋
台
、
太
鼓
の
展

示
）
高
山
陣
屋
跡
、
町
並
み

を
見
学
し
ま
し
た
。
観
光
客

を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
多
く

の
み
や
げ
物
屋
が
古
い
町
並

み
の
中
で
営
業
し
て
お
り
、

時
間
帯
に
よ
る
か
も
し
れ
な

い
が
特
徴
あ
る
商
品
を
販
売

し
て
い
る
店
は
大
変
に
ぎ

わ
っ
て
い
た
よ
う
に
感
じ
ま

し
た
。

翌
朝
は
夜
明
け
六
時
ご
ろ

よ
り
小
雪
の
舞
う
中
、
各
自

め
い
め
い
で
朝
市
に
出
か
け

て
家
族
へ
の
土
産
を
買
っ
て

金
沢
全
国
大
会
研
修
旅
行

青
年
部
だ
よ
り
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最
近
の
小
中
学
校
で
の
侵

入
者
に
よ
る
、
目
に
余
る
事

件
を
見
聞
き
し
て

�
何
か
法
人
会
で
で
き
る
こ

と
は
な
い
か
？
�

そ
の
言
葉
が
事
の
始
ま
り

と
な
り
ま
し
た
。

学
校
現
場
を
熟
知
し
て
い

な
い
我
々
は
、
防
犯
ベ
ル
を

子
供
た
ち
に
寄
贈
し
よ
う
と

先
ず
思
い
つ
き
、
新
生
大
田

市
内
の
小
中
学
校
の
生
徒
数

を
調
べ
る
こ
と
か
ら
手
を
つ

け
ま
し
た
が
、
人
数
を
教
育

委
員
会
よ
り
教
え
て
い
た
だ

い
た
際
に
、
偶
然
現
場
の
先

生
方
の
声
を
調
べ

ら
れ
た
と
の
事
を

伺
い
、
そ
の
要
望

を
お
聞
き
し
た
ら

何
と
、
さ
す
ま

た
？い

っ
た
い
何

だ
、
さ
す
ま
た
と

は
、
と
い
う
方
も

い
ら
し
ゃ
る
と
思

い
ま
す
が
、
時
代

劇
で
捕
り
物
の
際

に
棒
の
先
が
又
状

に
な
っ
た
道
具
を

持
っ
て
、
悪
人
を

取
り
押
さ
え
る
の

を
、
一
度
は
ご
覧
に
な
っ
て

い
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
が

�
さ
す
ま
た
�で
す
。

現
場
の
声
は
理
解
し
ま
し

た
が
な
か
な
か
、
使
い
方
が

中
途
半
端
だ
と
不
審
者
な
ど

に
逆
に
武
器
を
与
え
る
こ
と

に
な
る
可
能
性
も
あ
る
道
具

と
の
事
で
、
又
二
本
一
組
二

人
で
使
用
し
た
方
が
よ
り
安

全
で
効
果
的
と
の
指
摘
を
受

け
、
教
育
委
員
会
と
協
議
し

た
と
こ
ろ
、
不
足
分
に
つ
い

て
は
、
予
算
付
け
を
し
て
購

入
す
る
と
の
事
で
ほ
ぼ
市
内

の
小
中
学
校
に
行
き
渡
る
各

学
校
二
本
ず
つ
の
計
三
十
本

を
法
人
会
の
今
年
度
の
社
会

貢
献
活
動
と
し
て
、
寄
贈
す

る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

ま
た
、
さ
す
ま
た
の
寄
贈
は

他
に
は
ま
だ
事
例
の
少
な
い

と
の
事
で
し
た
。

長
く
な
り
ま
し
た
が
こ
こ

ま
で
が
経
過
と
な
り
ま
す
。

平
成
十
七
年
四
月
二
十
七

日
大
田
市
役
所
教
育
長
室
に

於
い
て
大
田
市
教
育
長
松
本

陽
三
様
、
大
田
第
一
中
学
校

長
水
本
正
道
様
、
大
田
小
学

校
長
和
田
秀
夫
様
、
仁
摩
中

学
校
長
泉
充
規
様
を
代
表
と

し
た
学
校
関
係
者
の
皆
様
に

対
し
て
、
的
場
章
好
石
見
大

田
法
人
会
会
長
、
三
谷
基
石

見
大
田
法
人
会
青
年
部
会

長
、
杉
谷
誠
司
同
副
会
長
よ

り
、
さ
す
ま
た
二
本
及
び
目

録
を
贈
呈
い
た
し
ま
し
た
。

そ
し
て
松
本
教
育
長
よ
り

お
礼
の
言
葉
を
述
べ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

贈
呈
後
の
懇
談
に
於
い

て
、
実
際
に
教
育
現
場
で
使

う
こ
と
が
無
い
こ
と
を
願
う

が
、
万
が
一
に
備
え
て
教
職

員
に
訓
練
を
行
っ
て
い
く

と
、
ま
た
今
回
の
貢
献
活
動

が
、
広
く
知
れ
渡
っ
て
大
田

市
の
学
校
に
は
、
さ
す
ま
た

が
在
っ
て
、
子
供
た
ち
を
守

る
姿
勢
が
現
れ
る
事
で
不
審

者
等
に
対
す
る
抑
止
力
に
な

る
事
を
願
っ
て
や
み
ま
せ

ん
。

地
域
社
会
貢
献
活
動 
い
ま
し
た
。
販
売
し
て
い
る

も
の
は
、
漬
物
、
野
菜
な
ど

が
多
く
、
同
じ
よ
う
な
商
品

を
い
く
つ
も
の
店
で
販
売
し

て
い
ま
し
た
、
時
間
が
遅
く

な
る
と
、
狭
い
エ
リ
ア
で
す

が
大
田
の
中
日
並
み
の
混
雑

を
し
て
お
り
、
各
地
か
ら
多

く
の
観
光
客
が
来
て
い
る
よ

う
に
感
じ
ま
し
た
。

最
後
に
、
天
気
も
晴
れ
に

変
わ
り
、
観
光
に
最
適
の
気

候
の
中
、
馬
篭
、
妻
籠
の
宿

場
保
存
地
区
に
行
き
、
馬
篭

で
は
街
道
沿
い
に
あ
る
保
存

地
区
を
、
又
妻
籠
で
は
旧
中

仙
道
の
一
番
高
い
と
こ
ろ
か

ら
ゆ
っ
く
り
と
石
畳
の
道
を

下
っ
て
、
多
少
足
に
疲
れ
を

感
じ
な
が
ら
見
学
し
ま
し

た
。今

回
は
、
金
沢
で
の
全
国

大
会
に
あ
わ
せ
て
の
研
修
で

し
た
が
、
参
加
者
そ
れ
ぞ
れ

に
各
地
を
見
学
し
て
感
想
を

持
っ
た
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
な
り
仕
事
に
生
か
せ
る

も
の
と
思
い
ま
す
。
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法
人
会
広
報
誌
「
天
領
」

を
創
刊
以
来
、
第
四
十
六
号

誌
発
刊
ま
で
広
報
委
員
会
の

委
員
長
を
お
勤
め
頂
き
ま
し

た
渡
辺
常
弘
氏
が
平
成
十
六

年
八
月
五
日
ご
逝
去
さ
れ
ま

し
た
。
渡
辺
氏
は
法
人
会
に

昭
和
三
十
四
年
か
ら
関
わ
ら

れ
昭
和
五
十
五
年
十
二
月
に

創
刊
し
た
こ
の
会
報
誌
「
天

領
」
を
年
二
回
発
行
の
度
、

精
力
的
に
取
り
組
ま
れ
て
こ

ら
れ
ま
し
た
。
編
集
会
議
で

は
そ
の
見
識
、
博
識
そ
し
て

専
門
的
指
導
力
を
遺
憾
な
く

発
揮
さ
れ
、
会
報
本
来
の
内

容
と
共
に
地
域
の
重
要
な
出

来
事
を
後
世
に
残
す
た
め
の

記
録
等
を
取
り
入
れ
、
毎
回

特
徴
あ
る
、
し
か
も
格
調
高

い
広
報
を
発
行
す
る
事
を
旨

と
さ
れ
て
来
ら
れ
ま
し
た
。

特
に
第
十
二
号
誌
は
、
全
国

法
人
会
主
催
の
会
報
誌
診
断

で
、
全
国
一
の
評
価
を
得
ら

れ
ま
し
た
。
第
五
十
号
ま
で

は
ご
自
身
の
手
で
発
刊
し
た

い
と
の
思
い
も
お
聞
き
し
て

お
り
、
慙
愧
に
耐
え
な
く
、

今
、
そ
の
お
姿
が
編
集
会
議

で
お
見
受
け
出
来
な
い
の
は

寂
し
い
限
り
で
す
。

衷
心
よ
り
哀
悼
の
意
を
表

し
ま
す
。

ま
た
、
天
領
の
発
刊
が
遅

れ
ま
し
た
の
も
委
員
長
不
在

の
理
由
と
は
し
た
く
な
い
も

の
の
、
後
を
引
き
継
い
だ
私

ど
も
の
至
ら
な
さ
と
心
よ
り

お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
こ
の
度
、
新
た
に

広
報
委
員
会
の
構
成
が
決
ま

り
ま
し
た
。

担
当
副
会
長

小
川
良
知

広
報
委
員
長

齊
藤

寛

広
報
副
委
員
長

河
村
賢
治

広

報

委

員

石
田
弘
行
　
波
多
野
諭

有
間

隆
　
荒
尾

寛

原

信
行
　
金
森
義
信

三
谷

貢
　
布
引
慎
一

竹
下

績
　
林

恭
清

内
藤
芳
秀
　
大
野
孝
雄

新
委
員
会
の
方
々
に
は
力

不
足
の
委
員
長
を
し
っ
か
り

と
お
支
え
頂
き
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
の

会
報
誌
発
行
に
つ
き
ま
し
て

は
、
全
法
連
、
県
連
に
お
い

て
は
規
格
サ
イ
ズ
を
Ａ
４
に

統
一
す
る
よ
う
要
請
も
あ
り

ま
す
が
、
第
五
十
号
誌
ま
で

は
、
今
ま
で
通
り
前
委
員
長

の
意
を
引
継
ぎ
、
培
っ
て
き

た
内
容
を
出
来
る
だ
け
掲
載

し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま

す
。尚

、
今
回
の
発
行
に
当
た
り
、

原
稿
を
頂
い
て
か
ら
発
行
予

定
ま
で
、
か
な
り
の
時
間
が

か
か
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
の

で
書
き
換
え
て
い
た
だ
い
た

り
、
原
稿
そ
の
も
の
が
使
え

な
く
な
っ
た
り
と
、
大
変
多

く
の
方
々
に
ご
迷
惑
を
お
掛

け
致
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
深

く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

次
号
よ
り
、
発
行
予
定
を

遵
守
し
て
参
り
ま
す
の
で
こ

れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
ご
協
力

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。又
、

今
後
に
つ
き
ま
し
て
も
渡
辺

前
委
員
長
の
よ
う
に
は
出
来

か
ね
ま
す
が
、
一
生
懸
命
努

力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

何
卒
宜
し
く
ご
指
導
、
ご
協

力
頂
き
ま
す
様
お
願
い
申
し

上
げ
、
編
集
後
記
と
致
し
ま

す
。（
広
報
委
員
長：

齊
藤
）

編
集
後
記

4

2

6

7

5

31 詰
碁
解
答

「
死
は
ハ
ネ
に
あ
り
」の
格
言
が

ピ
タ
リ
あ
て
は
ま
る
図
で
す
。

黒
２
は
最
大
の
抵
抗
で
す
が
、

白
３
と
ハ
ウ
の
が
巧
手
で
す
。

テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
の
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
で
依
然
人
気
が
高
い
動

物
た
ち
。
見
事
な
演
技
の
芸

達
者
か
ら
愛
く
る
し
い
表
情

の
ア
イ
ド
ル
系
ま
で
、
様
々

な
姿
で
人
間
を
和
や
か
な
気

持
ち
に
さ
せ
て
く
れ
る
も
の

で
す
。

と
こ
ろ
で
、
撮
影
用
に
貸

し
出
さ
れ
る
こ
れ
ら
の
動
物

の
ス
タ
ー
達
も
税
務
会
計
上

は
「
減
価
償
却
資
産
」
と
し

て
経
理
さ
れ
ま
す
。

耐
用
年
数
に
関
す
る
省
令

に
よ
る
と
、
観
賞
用
等
で
使

用
さ
れ
る
動
物
は
「
器
具
及

び
備
品
」
の
中
の
生
物
に
当

た
り
、
魚
類
は
二
年
、
鳥
類

が
四
年
、
犬
や
猫
は
「
そ
の

他
の
も
の
」
で
八
年
の
耐
用

年
数
に
な
り
ま
す
。

動
物
を
飼
っ
て
い
る
心
優

し
い
方
へ
…
、
耐
用
年
数
な

ど
と
い
わ
ず
、
ど
う
ぞ
末
永

く
か
わ
い
が
っ
て
あ
げ
て
く

だ
さ
い
。

【
ア
ヒ
ル
が
四
年
、

イ
ヌ
は
八
年
】

渡辺前広報委員長
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